P の neer 


フ□ントサラウンドシステム 

HTP-SB300 


インターネットによるお客様登録のお願い 


http://pioneerjp/support/ 

このたびは、パイオニア製品をお買い上げいたださまして、まことにありびとう 
ございます。弊社では、お買い上げいただいたお客様に「お客様登録」をお願 
いしています。上記アドレスからご登録いただくと、ご使用の製品についての重 
要なお知らせなどをお届けいたします。なお、上記アドレスは、困ったとさのよ 
くある質問や各種お問い合わせ先の案内、カタ□グや取扱説明書の閲覧など、 
お客様のお役に立てるサービスの提供を目的としたページです。 


取扱説明書 









_ ずぐに使いたい！ _ 

本機を！; TF の手順で設置•接続して、簡単に迫力あるサラウンドを楽しむことができます。 




-0： 


迫力あるサラウンドをお楽しみくださし、。 


本機か5音を出す^17ページ 


U スニングモードを選択ずる 


一18ぺージ 

シーンやお好みで選べる！;(下の IJ スニング 
モードび豊富に用意されています。 

-サラウンドモード 
-アドバンスドサラウンドモード 
-フ□ントサラウンド•アドバンスモード 


他にち、さまざまなサウンド機能の設定を 
行うことびできます。一20ページ 


ご‘ b に ••• 

本機の U モコンで、一部のテ 
レビや DVD プレーヤーなど 
を操作することびでさます。 
*22 ぺージ 





• ここでは、本機でヴラウ 
ンド再生を楽しむまでの基 
本的な手順を示しています。 
ご使用の前に、本書を最後 
までよくお読みください。 


2 


故障かな？と思った5•- 

電源が入5ない、音が出ない、 
などでお困りのとさは 

一26ぺージ 
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1 


このたびは、パイオニア製品をお買い求めいただきましてまことにありびとうございます。 

本機の機能を十分に発揮させて効果的にご利用いただくために、この取扱説明書をよく 
お読みになり、正しくお使いください。特に「安全上のごま意」 （34 ページ）は必ずお K 
読みください。なお、「取扱説明書」は、「保証書」、「ご相談窓口のご案内•修理窓□の f 

接 
続 


5： 

ろ 

ン 

ド 

再 

生 

U 

モ 

□ 

ン 


ごを意 . 39 

技術資料 . 41 

デジタル音声フォーマットについて.. .41 

HDMI について . 43 

入力端テの対応フォーマット . 43 


サラウンド再生 


本機か！5音を出す . 17 

リスニングモードを選択する . 18 

オートサラウンドで再生する . 18 

サラウンドで再生する . 18 

ステレオで再生する . 19 

フ□ントサラウンド-アドバンス 

機能を使う . 19 

ダイレクト再生機能を使う . 19 

オーディオ調整機能を使う . 20 


証書」、「ご相談窓□のご案内-修理窓□の 


' リモコン ス 

他機器のリモコン操作 . 

...22 

テレビコント□ールにプ U セット 


コードを呼び出す . 

… .22 

他機器のプ U セットコードを 


呼び出す . 

… .22 

U モコンの設定を初期化する . 

… .23 

テレビの操作 . 

… .23 

他機器の操作 . 

… .24 

メーカーコード U スト . 

… .2 已 


たとを 


故障かな？と思った S . 26 

本機を初期化する . 28 

工場出荷時の設定一見 . 28 

保証と アフターサービス . 29 

サービス拠点のご案内 . 30 


付録 


おちな仕様 . 32 

安全上のご注意 . 34 

使用上のご注意 . 38 

設置する場所 . 38 

音のエチケット . 38 

製品のお手入れについて . 38 

ワイヤレス スピーカー 使用上の 


ご案内」と一緒に必ず保管してくださし、。 


ずぐに使いたい！ . 2 


準備 


はじめに . 4 

付属品を確認する . 4 

各部の名前とはた S を . 已 

U モつン . 已 

フ□ントパネル . 7 

ヴブウーファー . 9 


設置と接続 


本機を設置する . 10 

設置の前に . 10 

本機の設置場所について . 11 

本機を接続する . 14 

機器の接続を行う前に . 14 

テレビと再生機器を接続する .] 已 

テレビを接続する 

(テレビの音声を本機で聴く） . 16 

電源コードを接続する . 16 


困つたとき 付録 


本書文中の商品名、技術名および会社名などは、当社や各社の商標または登録商標です。 
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はじめに 


[^ゴ属品を確認する 


サブウーファー X 1 



U モコン X 1 


システム [E^g 7J3«» wsw 

回口 □の 


電源コード 

(サブウーファー用 ）XI 



滑り止めパッド 

(サブウーファー用） X 4 



壁掛けブラケット 
(本体用 ）X 2 






保証書 
注意ラベル 
取扱説明書（本書) 


r リモコンに電池を入れる 



A 警告 

• 電池を直射日光の強いところや、炎天下の 
車内•ス I-ーブの前などの高温の場所で使 
用-放置しないでください。電池の液漏れ、 
発熱、破裂、発乂の原因になります。また、 
電池の性能や寿命び低下することびありま 
す。 
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注意 


• 乾電池のプラス （+) とマイナス（一）の向 
さを、電池ケースの表示どおりに正しく入 
れて < ださい。 

• 新しい乾電池と一度使用した乾電池を混ぜ 
て使用しないでください。 

• 乾電池には同じ形状でち電圧の異なるちの 
びあります。種類の違ラ乾電池を混ぜて使 
用しないで < ださい。 

• 長い間 （1 か月上）使用しないときは、 
電池の液漏れを防ぐために電池を取り出し 
てください。ちし、液漏れを起こしたとさ 
は、ケース内についた液をよ<おさ取って 
から新しい電池を入れてください。 

• 不要となった電池を廃棄する場合は、各地 
ち自治体の指示（条例）に従って処理して 
<ださい。 


























| y モコン 



* び付いているボタンは、入力切換ボタンで操 
作する機器を選択したときに使用できます。 

1 cl ) システム 

本機の電源をオン/オフ（スタンバイ） 
します。 


「システム] 

IJ モコンを本機の操作モードに切り換 
えます。システムセットアップなどを 
行うときに使用します。 

入力切換 

再生したい入力を選びます。 

む入力機器 

本機に接続した他機器の電源をオン/ 
オフします。 

入力切換ボタン 

再生したい入力を選びます。 IJ モコン 
び、選択したボタンに割り当てられた 
機器の操作モードに切り換わります。 

テレビコント □ ールボタン 

テレビび割り当てられた入力切換ボタン 
を押したあとに、テレビを操作します。 

む 

テレビの電源をオン/オフします。 

入力 

テレビの入力を切り換えます。 


テレビコード 


IJ モコンをテレビの操作モードに切り 
換えたり、テレビコント□ールにプ IJ 
セツトコードを入力するとさに使用し 
ます。 

チヤンネル+ / — 

テレビのチヤンネ J レを変更します。 

(テレビ）音量 + / — 

テレビの音量を調節します。 

リスニングモードボタン 
AUTO/D 旧 ECT 

オートサラウンド再生とダイレクト再 
生を切り換えます。（18、19ページ） 

STEREO / A . LC . 

ステレオ再生およびオートレベルコン 
卜□ールモード、フ□ントサラウンド- 
アドバンス再生を切り換えます。 (19 
ぺージ） 



各部の名刖とはたりき 


1 


圓設置と接- * サラウンド再生-リモコン 困ったとき 
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各部の名前とはた 6 を 


STANDARD 

サラウンドモードの Dolby Pro Logic 
などの各モードを切り換えます。 (18 
ぺージ） 

ADV SURR 

アドバンスドサラウンドモードを切り 
換えます。 （18 ページ） 

8ディ 7— 

フ□ントパネル表示部の明るさを4段 
階で切り換えます。 

BD メニュー* 

ブルーレイデ^スクプレーヤーのメ 
ニュー画面を表示します。 

9オーディオ調整 

サラウンド効果の設定などを行います。 
に日ページ） 

トップメニュ ー* 

ブルーレイディスクなどのトップメ 
ニューを表 7J\ します。 

ツール* 

ブルーレイディスクプレーヤーなどの 
ツール画面を表示します。 

メ ーつ^ — * 

DVD やテレビなどのメニュー画面を表 
术しよ 9 〇 

ホームメニュ ー* 

ホームメニュー画面を表术します。 

戻る 

本機のシステムセットアップや各種メ 
ニュー画面で]つ前の画面に戻0ます。 

10 決定ボタン 

本機のシステムセットアップ、または 
各種メニュー操作に使用します。 

11 H ま + / — 

本機の音量を調節します。 （17 ページ） 

12 I し ■、►、■◄◄/►►!、 ◄◄/►►* 

ブルーレイディスクや DVD などの操 
作をします。 

じ(下のフラットテレビ操作はシフトを 
押しなびら行います。 

地上 A * 

地上アナ□グ放送を選びます。 

一地上 D * 

6 地上デジタル放送を選びます。 


B ご本 

己 S デジタル放送を選びます。 

ncj* 

]] 日度 CS デジタル放送を選びます。 

1。 ：肖さ 

音を一時的に消すとさに使用します。を 
ラー度押すと、元の音量に戻ります。 

14数字ボタン* 

CD や DVD のトラック番号などを選択 
します。 

ずす* 

入力したテレビのチャンネルなどを決 
定します。 

HDD 、 DVD 、 VCR * 

HD/DVD レコーダーやビデオデッキ 
で、それぞれの操作を切り換えます。 

15表示 

本機の表示を切り換えます。押すたび 
に入力表示、 IJ スニングモード表示、 
音量表示などび切り換わります。 

16シフト 

四角で囲まれたボタン（たとえば 
[砸上百 1など）はシフトボタンを押し 
なびら操作します。 


ru モコンの操作節囲 

IJ モコンは、本機の IJ モコン受光部から約 
7 m、 左ち3日°じ(內の範囲から操作して 
ください。 



• 直射曰光や堂光好の強い光び直接 U モコン 
受光部に当たると、 IJ モコン操作でさない 
ことびあります。そのよラなとさは、設置 
場所を変えるか、堂光打から離してください。 











各部の名前とはた 6 を 


I フ□ントパネル 



1 ワイヤレスインジケーター 

本機の状態によって、ホまたは緑色に 
点なします。 

• オフ（スタンバイ）のとき：ホく点 
巧します。 

-電源びオンで、サブウーファーと無 
線通信び行われていないとさ：ホ< 
点なします。 

-電源びオンで、サブウーファーと無 
線通信び行われているとさ：緑色に 
点巧します。 

2リモコン受光部 （6 ページ） 

3表示部 （8 ページ） 


4 む STANDBY / ON ボタン 

電源をオン/オフ （ スタンノくイモード ) 
します。 

5 INPUT 

入力を切り換えます。 

6 STEREO / A . LC . 

ステレオ再生およびオートレベルコン 
卜□ールモード、フ□ントサラウンド- 
アドバンス再生を切り換えます。 (19 
ぺージ） 

7 VOLUME + / — 

音量を調節します。 （17 ページ） 



設置と接苦 圓ヴラゥンド再生-リモコン 司ったとき -付録 
















础のを前とはたらき 


悟巧部 


■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ 1 

■巧ミ巧.■巧ミ巧.巧ミが.巧ミ巧.巧ミ■巧.巧ミ巧.■巧ミ巧■巧ミ巧 

■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ I 

■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ ■■■■■ I 

■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ ■ ■■■ ■ I 

だミミいだミミミ • だミミミ • だ巧ミ • ；/：：*■ ：/：：；- だミミミ；/；：； 

■■■■■ ■ ■■■■■ ■ ■■■■■ ■ ■■■■■ ■ ■■■■■ ■ ■■■■■ ■ ■■■■■ ■■■■■ I 


筋 


P1 


IDTS ES 96/24 NEO:6)(pa HD D + EX □□PLD )ADVS. D に ITAL :: HDMI 


も 


1 AUTO 

オートサラウンドモード選択時に点打 
します。 （18 ページ） 

2キャラクター表示部 

3ヴウンドディレイインジケーター 

オーディオ調整機能のヴウンドディレ 
イの設定を表示しますに日ページ)。 

4 DTS インジケーター 
DTS 

DTS 信号び入力されているとさに点打 
します。 

ES 

DTS - ES デコードを行っているときに 
点打します。 

96/24 

DTS 96/24信号び入力されていると 
をに点打します。 

NE 0:6 

U スニングモードで NE 日:6 CINEMA 
または NE 日:6 MUSIC のいずれかび選 
択されているときに点打します。 (18 
ページ） 


5 ドルビーデジタルインジケーター 
皿 D 

ドルビーデジタル信号び入力されてい 
るとさに点打します。 

皿 D+ 

ドルビーデジタルプラス信号び入力さ 
れているとさに点打します。 

皿 HD 

ドルビー TrueHD 信号び入力されてい 
るとさに点打します。 

EX 

ドルビーデジタルサラウンド EX デ 
コードを行っているときに点打します。 

皿 PLII 

IJ スニングモードで 、 DOLBY PRO 
LOG にのいずれかび選択されていると 
きに点打します。 （18 ページ） 

6 ADV . S . (アドバンスドサラウン 

ド） 

アドバンスドサラウンドモードに設定 
されているときに点打します。 （18 ペー 
ジ） 
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各部の名前とはた 6 を 


7音声切換インジケーター 

再生している機器の入力信号の種類び 
点なします。 

DIGITAL 

デジタル音声信号を選択しているとさ 
に点なします。選んだ入力にデジタル 
信号び入力されていないとさは点滅し 
ます。 

HDMI 

HDMI 信号び入力されているとさに点 
打します。選んだ入力に HDMI 信号び 
入力されていないとさは点滅します。 

8 ディマーインジケーター 

ディマーの設定でディスプレイ消打を 
選んでいるとさに点なします。 

9ストリームタイレクトインジケー 
夕一 

U スニングモードで D 旧 ECT または 
PURE DIRECT モードび選択されてい 
るときに点好します。 （19 ページ） 


r たフクーツバー 



1ワイヤレスインジケーター 

• オフ（スタンバイ）のとき：ホく点 
打します。 

-サブウーファーび動作しているとき： 
緑色に点灯します。 


A \ 注意 

製品の仕様により、本体部やリモコン（付属の場 
合）のスイッチを操作することで表示部びすべて 
消えた状態となり、電源プラグをコンセントか 
ら抜いた状態と変わらなく見える場合びありま 
すび、電源の供給は停止していません。製品を 
電源から完全に遮断するためには、電源プラグ 
(遮断装置）をコンセントから抜 < 必要びあり 
ます。製品はコンセントの近くで、電源プラグ 
(遮断装置）に簡単に手び届くよラに設置し、 
旅行などで長期間ご使用にならないとさは電源 
プラグをコンセントから抜いてください。火災の 
原因となることびあります。 


準備 


造4と接镜 


サラウンド再生国リモコン 


Ik つたとキ J 
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本機を設置する 


ris 置の前に 


本機の設置や接続を行ラ前に、本体部とサブウーファーび正しく無線通信び行われることを 
確認します。 

•電源コードは、下図のように、サブウーファー用と AC アダプター用で異なります 。 AC 
アダプター用にはフェライトコアび付いていますので、確認してから接続を行ってくださ 
し、 （ AC アダプター用の電源コードは、 AC アダプターと同じ箱に入っています。） 



サブ ウーファー用 AC アダプター用 


• 無線通信の確認を行ラとさは、本体部とサブウーファーはおくに置いてください。 

ぶ AC アダプターのコードを本体部の DC IN 端子に接続し、 AC アダプ 
ター用の電源コードを AC アダプターの AC IN 端子と家庭用電源コン 
セント (AC 100 V)に接続する 


②サブウーファー用の電源コードをサブウーファーの AC IN 端子と家庭 
用電源コンセント (AC 100 V)に接続ずる 



③ 本体のむ STANDBY/ON ボタンを巧す 

本体部とサブウーファーのワイヤレスインジケーターび、両方とち緑色に点打すること 
を確認してください。 

• 緑色に点なしない場合は、ペア IJ ングの操作を行ってください （1] ページ)。 

-確認び終わったら、すべての電源コードをコンセントから抜いてから、設置や接続を 
行ってください。 
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本機を設置する 


な付:部とサブウーファーをペアリングする 

ぶ本機の電源をオンにずる 
③リモコンをシステム操作モードにずる 

③本体の STEREO / A . LC . ボタンを押しなび5、リモコンの^とテレ 
ビコント□ールろを同時に押す 

本体部とサブウーファーで無線通信び行われます。本体部およびサブウーファー部のワ 
イヤレスインジケーターび緑色に点打すれば、ペア IJ ングは終了です。 

I 本機の設置場所について 

本機は本体部とサブウーファーだけで 3.1 チャンネルサラウンドび楽しめるシステムです。 
本体部はテレビの下に設置してください。 

サブウーファーは本体部から無線で音声信号を受信するので、スピーカーコードを接続する 
ことなく、お部屋に自由に配置でさます（電源コードの接続び必要です)。 



• 本機をぐらついた台の上や傾いたところなど、不安定な場所に置かないでください。落ちたり、 
倒れたりしてケガの原因となることびあります。 

• 本機のサブウーファーはテレビとの近接使用びでさませんので、テレビから離してご使用くだ 
さい。また、磁気の影響を受けやすい機器（フ□ッピーディスク、カセットテープ、ビデオテー 
プなど）は本機のサブウーファーから離してお使いください。近くに磁石など磁気を発生する 
ちのび置かれている場合には、相互作用によりテレビに色むらを発生する場合びありますので、 
設置にご注意 < ださい。 

• 本体部はテレビとの近接使用び可能ですび、まれに設置のしかたによっては色むらを生じる場 
合びあります。その場合は一度テレビの電源を切り、]已分〜3日分後にふたたびスイッチを 
入れてください。その後も色むらび残るようでしたら、本機をテレビから離してご使用ください。 

• サブウーファーは壁に掛けたり、天井に吊るしたりして使用しないでくださし、サブウーファー 
び落下してケガをしたり、スピーカーを破損したりする原因となります。 


準備 


設置と接続 


■ ■ 

サラウンド再生 J モ n ン 


Ik : つたとさ 


付為 
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機を設置する 


お知6せ 


ワイヤレスサブウーファーの設置について 

• 使用中に電波の状態によって、音びとざれたり出なくなったりすることびありますび故障では 
ありません。本体部またはサブウーファーの位置やち向を変えてみてください。 

• 本体部とサブウーファーの距離は約]0 m まで使用可能です。この距離は使用環境により異な 
りますので、]0 m を保証するをのではありません。 

• 本体部とサブウーファーび近すざると受信状態び不安定になる場合びあります。このよラな場 
合には、本体部とサブウーファーを] mlU 上離してお使いください。 

•本体部とサブウーファーの間に障害物（金属製のドアやコンク U —卜壁、アルミ道入りの断熱 
材など）びあると、電波を遮ってしまい音び出なくなるとさびあります。その場合は本体部と 
サブウーファーを互いに見通しの良い場所に設置してください。 


サブウーファーに滑り止めパッドを貼る 


付属の滑り止めパッドを、サブウーファーの底面の四隅に貼り付けてください。 

•本機のサブウーファーは、通常は横置さで使用してください。縦置さで使用する場合は、 
左側面に滑り止めパッドを貼り付けてください。 



r 本体部を壁に掛けて巧う 

本体部を壁に掛けて使用する場合は、1；(下のように取り付けてください。 

本体部を壁に掛ける際は、壁掛け用ネジ（市販品）びしっかりと締まり、固定できる壁であ 
ることを確認してください。壁の材質や強度び弱いと本体部の重みに耐えられず、壁に掛け 
た本体部び落下する恐れびあります。 

本機には、壁掛け用のネジやワッシャーを付属していません。 

ネジは径び4 mm • 長さ己日 mm 、 ワッシャーは外形]日 mm のものをご使用ください。 
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ネジ 


直径]0 mm 
(最大） 


長さ已〇 


直径4 mm 


• ワツシャー 


直径]0 mm 





















②ブラケットを台紙の指示位置に固定する 

ブラケットを台紙の指示位置に合わせた 
ら、ネジとワッシャー（市販品）を使用 
して、しっかりと固定します。 

台紙とのずれびないように微調整をして 
ください。 

-左ちのブラケットを固定したら、台紙 
を取り除いてください。 


③ブラケットに本体を乗せる 

本体背面の左ちの壁掛け穴に、ブラケッ 
卜のネジの頭を入れて、本体を固定しま 
す。 

-ネジの頭の部分び、壁掛け穴の一番上 
の部分に収まつていることを確認して 
ください。 


ネジおよびワッシャー 
(市販品） 



壁掛け用台紙 
(付属） 


壁掛けブラケット 
(付属） 



① 設置ずる壁面に、付属の壁掛け設置用台紙を貼り付ける 

台紙をテープなどで水平に固定します。 

このとを台紙び傾いていると、本機をな 
なめに固定してしまう恐れびありますの 
で、よくご確認ください。 

テレビにお付さすざると、取り付けの際に 
ぶつかって本機を固定でさないことびあり 
ます。テレビと台紙び重ならないようにご 
を意ください。 



本機を設置する 



壁に取り付ける場合は、重量-取り付けち法によっては落下-転倒などの危険性びあり^ 

故のないよラに十分を意してください。 

設置•据付場所は重量に十分耐え得る強度を持つ場所を選んで<ださい。強度などび不明の場 
合は、専門業者にご相談ください。 P 

据え付け•取り付けの不備、誤使用、改造、天災などによる事故や損傷については、製社では と 
一切責任を負いません。 接 

販売店や工事店に依頼し、安全性に十分考慮して確実な取り付けを行ってください。 の C 


司つたとき ■付综 





















本機を接続ずる 


接続を行う場合、あるいは変更を行う場合には、必ず電源コード 
を抜いてください。また、電源コードはすべての接続が終わって 
か5壁のコンセントに接続してください。 


[11 器の接続を行う前に 

• コードやケーブルを本機の上やおくに置 
かないよラ注意してください。コードや 
ケーブルび本機の上に置かれていると、 
本機の電源装置から磁場び生じて、ス 
ピーカーから雑音び発生することびあ0 
ます。 


r 接続コ-ドについて 

本機には接続コードは付属していません。 
接続には市販のケーブルをご使用ください。 


デジタル音芦ケーブル 

デジタル音声機器の接続に使用します。市 
販の同軸デジタルケーブルまたは光デジタ 
ルケーブルで接続します。 

光デジタ>1レケーブル 同軸デジタ j レケーブル 


お知 S せ 


• 光デジタルケーブルは急 
な角度に折り巧げないで 
ください。保管するとさ 
は、直径び ] 已 cm じ(上に 
なるよラにしてくださし、 


] 己 cm じ(上 

• 光デジタルケーブルは接続の際、端テの向 
さを合わせてしっかり奥まで差し込んでく 
ださい。誤った向さでむりやり挿入すると、 
端テび変形し、ケーブルを抜いてちシャツ 
ターび閉まらな< なることびあります。 

• 同軸デジタルケーブルは、一般的なビデオ 
コードで代用でさます。 


HDMI ケーブル 

デジタル信号でテレビや衛星チューナーと 
接続することびでさます。1本で映像信号 
と音声信号の両方を伝送します。デジタル 
信号をアナ□グ変換しないため、鮮明で高 
品位な映像品質を楽しめます。 



• HDMI によるデジタル音声伝送は、従来のデ 
ジタル音声伝送(光または同軸）に比べフ ォー 
マツ トの認識に時間びかかります。このため、 
音声フ ォーマツ トの切り換わりや再生スター 
卜時に、音声びとぎれる場合びあります。ま 
た、再生中に本機の HDMI 日 UT に接続して 
いる機器の電源をオン/オフしたり HDMI 
ケーブルを抜さ差しすると、音声びとぎれた 
りノイズび発生する場合びあります。 

• 「オーディオ調整機能を使う」 （2 日ページ） 
の HDMI 設定で THRU を選択していると 
さは、 HDMI 対応機器の音声はテレビ（フ 
ラツトテレビなど）から出力されます（本 
機からは音声は出力されません)。 

• 映像信号びテレビ（フラツトテレビなど） 
の画面に表示されない場合は、 HDMI 対応 
機器やテレビの解像度の設定を調整してみ 
てください。なお、映像機器（テレビゲー 
ム機など）によっては解像度の設定びでさ 
ないことびあります。このとさは HDMI 
ケーブル1；(外の方法で、映像機器とテレビ 
を直接接続してください。 

• HDMI の日央像イ言号わく、480し48日 P 、 已 76 i 
または已 76 p のとさは 、 Multi Ch PCM 音 
声および HD 音声を受信することはでさま 
せん。 
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本機を接続する 


■ HDMI なかで接続する _ 

再生機器に HDMI 端子がない場合は、音設 

置 
と 
接 
続 


IHDMI で接続する 

HDM I 入力端子のあるテレビと再生機器 
( DVD プレーヤーなど)を本機に接続します。 

ぶ本機の HDMI IN 1 5瑞子と 、 HDMI 
巧応機器の HDMI 出力を接続する 

接続には市販の HDMI ケーブルを使用 
します。 

②本機の HDMI OUT 端子と、 
HDMI 対応テレビの HDMI 入 
力を接続する 


テレビ 


HDMI 入力端子へ, 


U 

モ 

□ 






お知6せ 


• 接続した機器に、 HDMI 音声出力に関する設 
定びある場合びあります。詳しくは、それぞ 
れの再生機器の取扱説明書をご覧<ださい。 

• 再生機器と本機の間にテレビを接続すると、 
テレビの仕様により本機に音声び出力されな 
い場合びあります。この場合は、再生機器と 
本機を直接接続してください。 



DVD プレーヤー、 

ブルーレイディスクプレーヤーなど 


每 


声のみデジタルで本機に接続します。 

• デジタル音声出力のない機器は、本機と接 
続することはできません。 

度）本機の COAXIAL 端子と、再生 
機器の同軸デジタル音声出力を接 
続ずる 

接続には市販の同軸デジタルケーブル 
を使用します。 

-市販の光デジタルケーブルを使用し 
て、本機の日 PT に AL 端テに接続す 
ることちでさます。 

②再生機器の映像出力と、テレビ 
の映像入力を接続ずる 


因 

DC IN 

24V 

圓 # 

OPTICAL COAXIAL 

AUDIO IN -H—^ 

OUT 

HDMI 

irTi inI 


邓ぶ 


本機 


光デジタ J レ 
出力端子へ 




同軸デジタル 
出力端子へ 

DVD プレーヤー、 
テレビゲーム機など 


映像出力端子へ 


屋） t 映像入力端子へ 


テレビ 


接続した機器に、デジタル音声出力に関する 
設定びある場合びあります。詳しくは、それ 
ぞれの再生機器の取扱説明書をご覧ください。 


> L _, は信号の流れを 
表しています。 


I テレビと再生機器を接続する 


お知5せ 


■ 

サラウンド再生 


司つたとキ J 




感 


感； 
圓 一 
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機を接続する 


k テレビの音声を本機で聴" 


テレビのチューナーか5音声を楽しむに 
は、テレビの音声を本機に入力します。 

• デジタル音声出力のないテレビは、本機と 
接続することはでさません。 

• テレビと HDMI ケーブルで接続しても、 
本機からテレビの音声は出ません。下 
のデジタル音声ケーブルによる接続を 
行ってください。 


ぶ本機の OPTKAL 端子と、テレ 
ビの光デジタル音声出力を接続 
する 


接続には市販の光デジタルケーブルを 
使用します。 


r 電源コードを接続する 

すべての接続が終了したら、 AC アダプ 
ターを本機と家庭用電源コンセント （AC 
100 V )に接続し、また電源コードをヴ 
ブウーファーに接続します。 

詳しくは1日ページをご覧ください。 


意 


• 旅行などで長期間本機を使用しない場合 
は、必ず電源コンセントから電源コードを 
抜いておいてください。長期間、電源コー 
ドを抜いた状態でち、本機で設定した各種 
設定び消去されることはありません。 


-市販の同軸デジタルケーブルを使用 
して、本機の C 日 AXIAL 端テに接続 
することちでさます。 


光デジタル 
出力端子へ 



テレビ 

同軸デジタル 
出力端子へ 


どちらかの 
方法で接続 


^ —删日 IN ― 


本機 


お知5せ 


• 接続したテレビに、デジタル音声出力に関 
する設定びある場合びあります。詳しくは、 
テレビの取扱説明書をご覧 < ださい。 
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本機か 5 音を出す 


本機に接続した他機器の音声を聴くまでの手順です。 


( D 再生機器の電源をオンにする 

② 本機の電源をオンにする 

③ 


入力切換 

HDMI1 HDMI2 

〇 〇 

OPTICAL COAXIAL 

〇 〇 


聴きたい入力を選ぶ 

本機の入力び切り換わり、 
IJ モコンも入力に接続し 
た機器の操作モードに切 
り換わります。 C 22 ペー 
ジ） 

I ~ ] でち入力を選ぶことびでさま 
す。この場合、操作モードは切り換 
わりません。 


④再生機器の再生を開始ずる 


⑥ 


STANDARD ADVSURR 

〇 〇 

dTe を ST* 顆 0/ 

〇 〇 


お好みのリスニング 
モードを選ぶ 


立 

曰ま 


⑥ 


音量を調節ずる 


音量は 、 MIN (最小 ）〜 MAX (最大） 
の範囲で操作でさます。 


一時的に音を消したいとさは、 I ;肖气 


を押します。ちラー度押すか、音量 
を調節すると解除します。 


準備 ■設置と接 J 一 国サラウンド再生 J モミ 产：つたとき -付為 
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リスニングモードを選択する 


r 才—トサラウンドで再生する 

AUTO SURR 日 UND モードは、本機のさま 
ざまな音声再生モードのなかで最を簡単に最 
適な再生ち式を選択します。再生している音 
声信号を本機び自動で検出して、マルチチャ 
ンネルやステレオなど最適な再生ち法を選択 
します。 

( P 再生中に〇を押ず 

フ□ントパネル表示部に AUTO SURROUND 

と表示されるまで、繰り返し押してください。 
次にこのモードび自動選択したデコード名称 
または音声フォーマット名称び表示されます。 
どのフォーマットび選ばれたかは、フ□ントパ 
ネルのデジタルフォーマットインジケーター 
を確認してください。 （8 ページ） 


お知 S せ 


• ステレオ2チヤンネルの（マト U ック 
ス）サラウンドフオーマットは、 NEO : 巨 
CINEMA または DOLBY PLII MOVIE で 

デコードされます（詳しくは「サラウンド 
で再生する」（下記）をご覧ください)。 

• AUTO / D 旧 ECT ボタンでダイレクト再生 
機能も選択することびできます。詳しくは、 
「ダイレクト再生機能を使う」 （19 ページ） 
をご覽ください。 


r サラウンドで再をする 

本機は、すべての音声をサラウンド再生す 
ることびでさます。ただし、入力信号の種 
類によって選択でさるサラウンド再生の種 
類は異なります。 

STANDARD 

ぶ再生中に〇でモードを選ぶ 

D 日 Iby Di 呂 ital や DTS 、 ドルビーサラウン 
ドなどのフ オー マツトで圧縮された信号に 
ついては、適切なデコード形式び自動的に 
選ばれ、表示部に名称び表示されます。 
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ステレオ2チャンネル音芦再生時 

• DOLBY PLII MOVIE 

映画に適しています。 

• DOLBY PLII MUSIC 

音楽に適しています。 

• DOLBY PLII GAME 

ゲームに適しています。 

• NE 0:6 CINEMA 

映画に適しています。 

• NE 0:6 MUSIC 

音楽に適しています。 

• DOLBY PRO LOGIC 

ドルビーサラウンドエンコード処理され 
たステレオ音声に効果びあります。 

マルチチャンネル音芦再生時~ 

ストレートデコード再生を行います。 


お知6せ 


• DOLBY PLII MUSIC モードでステレ 

才2チャンネル音声を聴いている場合、 

C . WIDTH 、 DIMEN .、 PNRM . の3つの項 

目を調整でさます。詳しくは「オーディオ 
調整機能を使う」に0ページ）をご覽くだ 
さい。 

• NEO : 巨 CINEMA または NE 0:6 MUSIC 

モードでステレオ2チャンネル音声を聴い 
ている場合、 C . IMG の項目を調整でさます。 
詳しくは「オーディオ調整機能を使う」に0 
ページ）をご覽ください。 


ADVANCED SURROUND モー 
ドの効まを使ラ 

音にさまざまなサラウンド効果を加えます。 
お好みに応じて!;(下のモードを選択します。 

ADVSURR 

① 再生中に U でモードを選ぶ 

• ACTION 

アクシヨン映画などをダイナミックに再 
生します。 

















■J スニングモードを選択する 


• DRAMA 

映画などのセ IJ フを明瞭に再生します。 

• ENT. SHOW 

ミュージカルなどの音楽系ソースに適し 
たモードです。 

• ADVANCED GAME 

テレビゲームに適した モー ドです。 

• SPORTS 

スポーツ 番組に適した モー ドです。 

• CLASSICAL 

大さなコンヴートホールのよラな臨場感 
で再生します。 

• ROCK/POP 

□ックやポップに適したモードで、ライ 
ブ会場のよラな臨場感で再生します。 

• UNPLUGGED 

アコースティック 音楽系 ソースに 適した 
モー ドです。 

• EXT.STEREO 

ステレオ2チヤンネル音声をマルチチヤ 
ンネル音声にして、すべての スピーカー 
を使って再生します。 

I ステレオで再生ずる 

STEREO は、すべての信号を 2.1 チヤンネ 
ルで再生します 。 Dolby Digital や DTS な 
どのマ>1レチチヤンネ>1レ信号はステレオ音声に 
ダウンミックスされます。 

A.L.C. (才ートレべルコント□-ル）は、 
ポータブルデジタルオーディオプレーヤー 
などに録音された音楽ソースごとの音量差 
を、本機で自動的に均一にしてステレオ再 

王しよす0 STEREO / 

(2) 再生中に〇でモードを選ぶ 

• STEREO 

ミッドナイト/ラウドネス機能、ヴウン 
ドレト IJ バー機能などび反映されたステ 
レオ再生を行います。 

• A.LC. 

オートレベルコント□ールモードで再生 
します。 


f フ□ントサラウンド 

I 


アドパ 

ンス機能を巧う 

フ□ントサラウンド•アドバンスモードは、 
左ちのフ□ントスピーカーとサブウーファー 
だけで自然なサラウンド再生を行います。 


A.LC. 

な）再生中に U でモードを選ぶ 

• F . S . S.ADVANCE 

臨場感のある自然なサラウンド効果び得 
られます。フ□ントスピーカーから等距 
離の直線上（前後は移動可能）で視聴し 
て < ださい。 



r ダイレクト再生機能を巧う 

ダイレクト再生機能を使用すると、入力信号 
を加工せずにソースに忠実な再生を行います。 

AUTO/ 

( p 再生中に〇でモードを選ぶ 

• DIRECT 

デュアルモノラル音声の設定などを反映 
して再生します。入力信号び忠実に再生 
されます。 

• PURE DIRECT 

PCM 信号をデジタル処理せずにそのま 
ま再生します。 


お知5せ 


DIRECT モードでは他にもヴウンドディレ 
イ、オートディレイ、 LFE アッテネーター、 
センターイメージなどの機能も反映します。 
PURE DIRECT モードでは PCM 1外の 
ソースを 再生すると、再生直前にノイズび 
出ることびあります。この場合は D 旧 ECT 
または AUTO SURROUND にすることを 
お勧めします。 


準備 造。と接驾 圓ヴラウンド再生 J モ n ン つたとき ■付為 
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オーディオ調整機能を使う 


オーディオ調整機能でサラウンド効果の各種設定がでさます。 

才-ディオ調整 

(1 ) を押してから〇を押す 


② @で調整したい項目を選ぶ 

各項目で調整でさる内容は!;(下の表の 
とおりです。選択項目の初期値は太字 
で示しています。 

③ 必要に応じて、@で設定を選ぶ 


お知 S せ 


• 入力音声信号の種類や本機の設定の状態に 
よっては、オーディオ調整機能び表示され 
ない項目ちあります。 

• ※印び付いている項目には、設定の出現条 
件や制限などびあります。 2] ページをご 
覽ください。 


設定項目 

内容 

機能 

S.DELAY 

(サウンドデイレイ） 

音声全体の遅延時間を調整します （DVD ソフトなどで、映 
像の動さの方びセ IJ フなどの音声より遅れている場合、音声 
全体を遅らせることで、映像の動さと音声とを合わせること 
びでさます)。 

日.日〜 9.0 フレー 
ム （0.1 間隔） 

(1 フ レームニ 

]/30秒 ( NTSC) 
初期値： 0.0 

MIDNIGHT 

(ミッドナイト） 

LOUDNESS 

(ラウドネス） 

ミッドナイト機能は、サラウンド音声の映画をル音量で見る 
とさに効果的です。音量によってその効果は調整されます。 
ラウドネス機能は、音楽を聴くとさにル音量でを低域、高域 
のレベルを自然に調整して聴さやすくします。 

M/L OFF 

MIDNIGHT 

LOUDNESS 

S.RTV 

(サウンドレトリバー) 

圧縮音声は圧縮処理される際、削除されてしまラ部分び発生 
します。サウンドレト IJ バー機能を日 N にすると、 DSP 処 
理によってその削除されてしまった部分を補い、音の密度感、 
抑揚感を向上させます。 

OFF 

ON 

デュアルモノラル 

モノラルの音声チャンネルを2つ持つデジタル信号をデュア 
ルモノラル信号といいます。ここではデュアルモノラル信号 
び入力されたとさに再生する音声を選択することびでさます。 
デュアルモノラル信号はあまり多くはありませんび、日 S デ 
ジタル放送 (MPEG-2 AAC) のモノラルの二力国語放送や 
音声多重放送で使用されています。 

• CH1 ーチャンネル]の音声のみを再生します。 

• CH2 —チャンネル2の音声のみを再生します。 

• CH1CH2 -両方のチャンネルの音声をフ□ントスピー 
力一から再生します。 

CHI 

CH2 

CHI CH2 

DRC 

(ダイナミックレン 
ジコント□ール） 

ドルビーデジタルや DTS、 ドルビー TmeHD、 ドルビーデ 
ジタルプラスなどで収録された映画の音声について、ダイナ 
ミックレンジの圧縮量を選択します。音量を下げてサラウン 
ドを楽しむとさでを、微少な音び聞さ取りやすくなります。 

• AUTO -ドルビー TmeHD 信号に対してのみダイナミッ 
クレンジを圧縮します。 

• MAX - ダイナミックレンジを最大に圧縮します（大さ 
な音を減少させて、小さな音を増大させます)。 

• MID —ダイナミックレンジを多少圧縮します。 

• 日 FF —ダイナミックレンジを圧縮しません（音量び大さ 
いとさは、日 FF にすることをお勧めします)。 

AUT 〇※ b 

MAX 

MID 

OFF 
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才ーデイオ調壁機能を ffi 5 


設定項目 

内容 

機能 

LFEATT 

( LFE アツテネー 
夕一) 

ドルビーデジタルや DTS 音声には 、 LFE (超低域音声成分） 
び含まれていることびあります。 LFE レベルび大きくて、ス 
ピーカーからの音声に歪みび生じるとさは、 LFE レベルを 
アッテネート（減衰）します。 

• LFEATT 日 一 収録されているレベルのまま再生します（通 
常はこの設定をお勧めします）。 

• LFEATT 1 日一 LFE レベルを ] 日 d 巨アッテネート（減衰） 
し 9 〇 

LFEATTO 

LFEATT 10 

LFEATT ** 

HDMI 

HDMI IN に入力された音声を、どのように再生するかを設 
定します。 「 THRU 」 に設定したとさは本機からは音び出な 
くなります。 

• AMP —本機のスピーカーで再生 

• THRU - HDMI 日 UT と接続したテレビ（フラットテレ 
ビなど）で再生 

AMP 

THRU 

A.DLY 

(オートディレイ） 

HDMI どうしで接続された機器に対する機能で、音声と映像 
の遅延時間を自動で調整し、映像の動さと音声を自動で合わ 
せます。 

OFF 

ON 

C.WIDTH 

(センター 幅 ）※ d 

センターチヤンネルの音をフ□ント左/ちスピーカーに振り 
分けて、音の調和ををたらします。日はセンタースピーカー 
からのみの出力で、7はセンターチヤンネルの音声すべてを 
左ちのフ□ントスピーカーに振り分けます。 

日〜 7 
初期値： 3 

DIMEN. 

(ディメンション）※ d 

U スニングポジションから前方の音場を強くするか、後方の 
音場を強くするかを調整することで広びりのある音場を創り 
出すことびでさます。+3は前方の音場び強くなり、 -3 は 
後方の音場び強くなります。 

-3 〜 +3 
初期値： 0 

PNRM. 

(パノラマ）※ d 

前方の音場を左ちに大さく回り込ませ、サラウンドチヤンネ 
ルにつなげるよラなサラウンド効果を加えます。正確な定位 
よりを雰囲気を楽しむための機能です。 

OFF 

ON 

C.IMG 

(センターイメージ） 

《e 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーにど 
の程度振り分けるかを調整します。音色の不一致び緩和され、 
音楽再生に適した音場を創り出すことびでさます。日はほぼ 
すべて左ちのフ□ントスピーカーに振り分け、]日は主にセ 
ンタースピーカーから再生します。 

日〜]日 
初期値； 3 
( NE 日:6 MUSIC ) 
初期値： 10 
( NE 日:6 CINEMA ) 


《 a デュアルモノラルの設定は、 HDD / DVD レコーダーで録画された二力国語放送などについては、ド 
ルビーデジタル音声か DTS 音声をデュアルモノラルモードで録画されたをののみ有効です。 

※り初期値の AUTO はドルビー TrueHD 信号に対してのみ有効となります。ドルビー TrueHD 信号け^ 
外のとさにダイナミックレンジコント□ールを有効にしたいとさは MAX か MID を選びます。 

※ご HDMI で接続された U ップシンク対応のディスプレイにのみ有効です。日 N に設定してを音声全体 
の遅延時間び改善されないとさは、日 FF に設定して「サウンドディレイ」 （2 日ページ）を手動で調 
整してください。 

※づ DOLBY PLII MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているとさのみ使用でさます。 
《e NE 0:6 CINEMA または NE 0:6 MUSIC モードでステレオ2チヤンネル音声を入力しているとさ 
のみ使用でさます。 


準備 凡ぶ置と接安 国サラウンド再生 J モ n ン ■にったとき が 
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他機器のリモコン操作 

付属のリモコンを使って、本機外のノイオニア製品や他社の機器を操作 
でさます。お手持ちの機器のプリセツトコードがリモコンに登録されてい 
る場合は、該当するコードを呼び出すだけで操作でさるようになります。 


お知5せ 


• プ U セットコードを呼び出しても、すべて 
の操作びでさなかったり、まったく操作で 
さないことちあります。 

• U モコンの設定中に]分間何ち操作びない 
と自動的に設定はキャンセルされます。 


• 工場出荷時にボタンに割り当てられている 
プ IJ セツトコードは I ソ下の通りです。 


ボタン 

プリセットコード 

HDMI1 

20已7 (巨 D ) 

HDMI2 

20已6 ( DVD ) 

OPTICAL 

20已已 ( DVR ) 

COAXIAL 

1000 ( VIDEO ) 

I テレビコード I 

0000 


「テレビコント ロールに プリ 

I セットコードを呼び出す 

•テレビコント□ールは、テレビコードボ 
タンにのみ設定することびでさます。 

ぶを押しなびを約3 
秒間押し続ける 


民レビコード I 

② 〇を押ず 

③ 操作したいテレビにリモコンを 
向けて、そのテレビに該当する 
メーカーコード （2 日ぺージ） 
を入力する 
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正しく設定されると電源オン/オフ 
信号び IJ モコンから送信され、操作 
したいテレビの電源びオンまたは才 
フに切り換わります。 

メーカーコードび正しく入力されて 
も間違って入力されても、手順2へ 
戻ります。 


• テレビの電源びオン/オフしない場 
合で、操作したいテレビに別のメー 
カーコードびあるとさは、手順2か 
ら別のコードの入力をやり直してみ 
て < ださい。 


(S) S を押して設定を終了ずる 


他機器のプリセツトコードを 
呼び出ず 

ぶ背を押しなが5胃を約3 
秒間押し続ける 

操作したい機器を接 
続している入力に巧 
応した入力切換ボタ 
ンを押す 

③操作したい機器にリモコンを向け 
て、その機器に該当するメーカー 
コード （25 ぺージ）を入力ずる 

-正しく設定されると電源オン/オフ 
信号び IJ モコンから送信され、操作 
したい機器の電源びオンまたはオフ 
に切り換わります。 

• メーカーコードび正しく入力されて 
も間違って入力されても手順2へ戻 
ります。 

-機器の電源びオン/オフしない場合 
で、その機器に別のメーカーコード 
びあるとさは、手順2から別のコー 
ドでやり直してみてください。 

@他の機器もプリセツトコードを 
設定したいときは手順2〜3 
を繰り返す 


透) S を押して設定を終了ずる 


裳 


入力切換 
HDMI1 HDMI2 

〇 〇 
OPTICAL COAXIAL 

〇 〇 




































\ms(D u 


pj モコンの設定を初期化する 

U モコンに設定されたすベての機能を IJ セツトして、工場出荷時に戻します。 


① S を押しなびら^を約3秒間押し続ける 


レビの操作 

本機の U モコンにプ IJ セツトコードを入力することで、テレビを操作でさるようになります。 
詳しくは「テレビコント□ールにプ IJ セツトコードを呼び出す」に2ページ）をご覧くださ 
い。テレビを操作するときは、テレビを接続した入力に対応した入力切換ボタンを押します。 


設定項目 

内容 1 

機能 

(テレビコント□ール） 
む※ a 

テレビを接続した入力に対応した入力切換ボタンにプ U 
セットコード設定した機器の電源をオン/オフします。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

(テレビコント□ール） 

入力※ a 

映像入力を切り換えます（機種によってはでさないを 
のびあ0ます)。 

テレビ 

(テレビコント□ール） 

チヤンネル+/—※ a 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

(テレビコント□ール） 

音量+/-※ a 

音量を調整します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

入力機器 6^3 

テレビや CATV の電源をオン/オフします。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

CH + /- 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

ホームメニュー 

番組表を表示します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

戻る 

1つ前の画面、設定に戻ります。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

メニュー 

メニュー画面を選択します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

数字ボタン 

チヤンネルを選択します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

t い 一/決定 

メニュー画面操作時に項目の選択、調整をします。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 

地上アナログ 
(シフト +■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

地上デジタル 
(シフト +■) 

地上デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

BS (シフト+ ►) 

巨 S デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

CS (シフト+消音） 

]] 日度 CS デジタル放送を選択します。 

衛星チューナー/テレビ 

表示 

番組情報を表示します。 

CATV / 衛星チューナー/ 
テレビ 


《 a テレビ外の機器の入力切換ボタンを押した場合は、テレビコードボタンに設定したテレビの操作 
びでさます。 


準備 -設置と接茸 サラウンド再生-リモコン - k : つたとき ■付写 
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せ機器のリロン操作 


耐機器の操作 


本機のリモコンにプ IJ セットコードを入力することで、他機器を操作できるようになります。 
詳しくは「他機器のプリセットコードを呼び出す」 （22 ページ）をご覧ください。他機器を 
操作するとさは、プ U セツトコードび入力された機器の入力切換ボタンを押します。 


設定項目 

内容 

機能 

入力機器む 

電源をオン/オフします。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 


再生中のトラック/チャプターの先頭に戻ります。続け 
て押すと、前のトラック/チャプターの先頭に戻ります。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

►►1 

次のトラック/チャプターの先頭に進みます。続けて巧す 
と、さらに次のトラック/チャプターの先頭に進みます。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

II 

再生や録音/録画を一時停止します。 

BD/DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

► 

再生を開始します。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

►► 

早送りします。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

◄◄ 

早戻しします。 

BD/DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

■ 

再生を停止します。 

日 D / DVD プレーャー、 DVR 、 
VCR 

数字ボタン 

トラック番号を入力して、トラックを選択します。 

VCR 

タイトル、チャプター、トラックなどの番号を入力します。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

+10 ボタン 

10じ(上のチャプター/トラックを選ぶとさに使用しま 
す（たとえば、トラック 13 を選ぶとさは、 +10 と 3 
を押します)。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

決定 (12) 

ディスクナビ画面を表示します。 

DVR 

決定 ボタンとして使用します。 

BD / DVD プレーヤー 

表示 

画面やディスプレイの表示を切り換えます。 

BD/DVD プレーャー 、 DVR 

トツプメニュー 

トップメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

メニュー 

ディスクのメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

片 -►tiv ミ夫定 

メニュー画面/項目を操作します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

ホームメニュー 

ホームメニュー画面を表示します。 

日 D / DVD プレーャー 、 DVR 

CH + /- 

チャンネルを選択します。 

DVR、VCR 

HDD 

(シフト+ 1) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで、八ードディスク操作に 
切り換えます。 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

DVD 

(シフト + 2) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで、 DVD 操作に切り換え 
ふ 9 〇 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

VCR 

(シフト + 3) 

HDD / DVD / VCR レコーダーで VCR 操作に切り換えま 
す。 

HDD / DVD/VCR レコーダー 

地上アナ□グ 
(シフト +■■) 

地上アナ□グ放送を選択します。 

DVR 

地上デジタル 
(シフト +■) 

地上デジタル放送を選択します。 

DVR 

BS 

(シフト +►) 

巨 S デジタル放送を選択します。 

DVR 

CS 

(シフト+消音） 

]] 0度 CS デジタル放送を選択します。 

DVR 
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他機器のリモコン操作 


レーカー三ート IJ 乂卜 

下のメーカーコードを本機の IJ モコンにプ IJ セツトすることで、その機器を本機の IJ モコ 
ンで操作することびできるようになります。 

メーカー コードに ある メーカーの プ IJ セツ トコードを すべて呼び出しても、 メーカー や機器 
によっては操作できなかったり、異なるはたらさをすることがあります。 


民レビ I 

メーカー / コード 
パイオニア 

0000, 0019, 
0042, 00己3 

アイワ 

0013 

NEC 

0011,0012 

LG 

0033 

サムスン 

002]，0022, 

0024, 002己， 

サン ヨー 

0008, 0038, 
シャープ 

0004, 00已0, 

ソ ニー 

0003, 0037, 

00己6 

を巧 

0005, 0047, 
0049 

バイ.デザイン 

0014 

パナソニック 

0001 , 0002 , 

ビクター 

0007, 0031， 
0040, 0041 
日立 

0006, 0017, 
005]，0054 

フィリップス 

0018 

富±通 

0027, 0028, 

フナイ 

0015, 0016 

- 

0009, 0010, 
0036 

その他 

0034, 0043, 
0045, 0046 


BD/DVD/DVR 


0020 , 


0023, 
0026 

0039 

005已 

0052, 

0048, 


0057 
0032, 

0030, 

0029 

0035, 

0044, 


メーカー / コード 

パイオニア (BD) 

2000 , 2020 , 

2022, 2023, 

2025, 20已己， 
20己7 

アイワ 

2002 

LG 

2046 

オンキヨー 

2015, 2016, 
ケンウッド 
2009 
サムスン 

2026, 2033 

サン ヨー 

2027, 2028, 
2030 

シャープ 

2010 , 2011 , 

2050, 2051 

ソ ニー 

203]，2032, 
2044, 204己， 
2048, 2049 

デノン 

2003, 2004, 

を巧 

2018, 2019, 
2035, 2037, 

パナソニック 

200]，2040, 
2042 
ビクター 

2006, 2007, 
2052, 2053 
日立 

2013, 2014 
7ランツ 

2039, 20己4 

ヤマノ、 

2036 


2021 , 
2024, 
2056, 


2017 

2029, 

2012 , 


2043, 
2047, 


200已 

2034, 
2038 

2041， 

2008 , 


I VIDEO I 

メーカー / コード 
パイオニア 

1000,1049 

アイワ 

1036, 1037, 1038, 
1039 

NEC 

1044,104己，] 046, 

1047 

サン ヨー 

1032, 1033, 1034, 
]03己 

シャープ 

1040, 1041, 1042, 
1053 

ソ ニー 

1001.1002, 1003, 
1004,100己，1006, 
1007 

穿巧 

1013, 1014, 1015, 
1016, 1017 

パナソニック 

1008, 1009,1010, 
1011,1012 

ビクター 

1025, 1026, 1027, 
1028, 1029,1030, 
1031 

曰立 

1018, 1019, 1020, 
1043 

フィリップス 

1050 
富±通 

1048 
フナイ 

1043 

兰菱 

1021, 1022, 1023, 
1024 

その他 

1051,1052 
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準備 


ぶ置と接苦 


サラウンド再生国リモ n ン 


困つたとキ J 


0 











故障かな？と思った 5 

故障かな？と思った!5下記の項目を確認してください。また、本 
機と接続している機器（テレビなど）もあわせて確認してください。 
それでも正常に動作しないときは『保証とアフターサービス』に9 
ページ）をお読みのラえ、販売店にお問い合わせください。 


症状 

改善策 1 

全般 1 

電源び入らない。 

• 電源プラグを抜いて、をラー度差し込んでください。 

• 電源び自動的に切れてしまラよラなとさは電源プラグを抜いて、パイ 
オニアカスタマーサポートセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

自動的に電源び切れる。 

•] 分間待ってから電源を入れてみてください。それでを同じ症状び繰 
り返されるとさは電源プラグを抜いて、パイオニアカスタマーサポー 
トセンターへご連絡ください（裏表紙参照)。 

入力切換を合わせてを音声 
び出ない。 

• 機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「本機を 
接続する」 （14 ページ）をご覧ください。 

• 消音ボタンを押して、ミュートを解除してください。 

入力切換を合わせてを映像 
び出ない。 

• 機器び正しく接続されているか確認してください。詳しくは「本機を 
接続する」 （14 ページ）をご覧ください。 

• 入力切換ボタンを押して、正しい入力に合わせてください。 

サブウーファーの音声びと 
ざれる。 

• 近くに同じ周波数帯 (2.4 GHz ) を利用する無線通信機器である、コー 
ドレスフオン、 Bluetooth 、 無線 LAN 、 また電子レンジなどの機器び 
作動している場合は、設置場所を変えてみてください。 

• 本機の使用する電波は、高い周波数を使用しているため、光と同じよ 
ラに直進、反射、屈折、回折、干渉などの性質を持っています。その 
ため、場所により電波の強弱び起こり、音声び止まったりすることび 
あります。設置場所を変えてみてください。 

• 本体部とサブウーファーの距離び離れ過ぎている場合は、電波の届く 
範囲でご使用ください。 

• 電気雑音の発生しやすいところで使用している場合は、サブウーファー 
の設置場所を変えてみてください。 

サブウーファーの音声び出 
ない。 

• 再生しているドルビーデジタルや DTS 信号の中に低音域の LFE チャ 
ンネルび含まれていない。 

•「LFEATT ( LFE アッテネーター)」 （2] ぺージ）を LFEATT 日また 
は LFEATT 10にしてください。 

• 障害物と反射物の影響で電波状態の良い位置と悪い位置びあります。 

本体部またはサブウーファーの位置を少し動かしてみてください。 

• 本体部とサブウーファーは対になっており、お互いに識別しています。 
別に購入された本体部とサブウーファーでは通信でさない仕組みに 
なっています。 

• 低音び少ない音声び続いた場合、サブウーファーから音び出ない場合 
びあ0ます。 

• 本体部とサブウーファーのペア IJ ングを行ってください （1] ページ)。 

DTS で収録されたソフトを 
再生してを音び出ない（ま 
たは雑音び出る）。 

• 再生機器のデジタル出カレベルを、最大から中間くらいにしてくださ 
い。 

IJ モコンで操作でさない。 

• 電池を交換してください （4 ページ)。 

• フ□ントパネルの IJ モコン受光部から7 m 、 左ち30°の範囲で操作 
してください（目ページ)。 

• 障害物を取り除くか、別の場所に移動させてください。 

• U モコン信号受光部に強い光び当たらないよラにしてください。 
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故障かな？と思った 6 


症状 

改善策 1 

ディスプレイの表示び暗い、 
または表示されない。 

• U モコンの ディマー ボタンを押して、表示部の明るさを選択してくだ 
さい。 

何らかの操作のあと、ディ 
スプレイ表示び点滅する。 

• 操作禁止を意はします。入力信号や IJ スニングモードによっては選択 
でさない機能びあります。 

HDMI 1 

映像と音声の両方び出ない。 

• ソース機器の仕様によっては本機を通しての HDMI 接続びできない場合 
びあります。ソース機器の仕様を確認し、非対応のとさは映像信号は、ソー 
ス機器とテレビを直接アナ □ グのビデオコードで接続してください。 

• 本機は HDCP に対応しています。ご使用の機器び HDCP 対応かどう 
かをご確認ください。 HDCP 非対応のとさは映像信号は、ソース機器 
とテレビを直接アナ□グのビデオコードで接続してください。 

映像び出ない。 

• ソース機器の設定によっては映像び表示されないビデオフオーマットび 
出力されることびあります。ソース機器の設定を変更するか、映像信号 
はソース機器とテレビをアナ □ グのビデオコードで接続してください。 

• ソース機器の映像び影響している可能性びあります。ソース機器の解 
像度設定や Deep Color の設定などを調整してください。 

• 映像信号び Deep Color のとき、 HDMI ケーブルび Deep Color に対 
応していないと映像び出ません 。 High Speed HDMI ™ ケーブルを使っ 
て < ださい。 

音声び出ない、またはとざ 
れる。 

• ソース機器の設定び間違っている可能性びあります。ソース機器を正 
しく設定してください。 

• DVI 機器と接続しているとさは、音声び出ません。別途音声の接続を 
行ってください。 

• 才ーディオ調整機能の HDMI 設定び 「 THRU 」 になっています。 「 AMP 」 
に設定してください。に]ページ） 


[HOMI 接続に関するご注意 

本機を経由してソース機器 （ DVD プレー 
ヤーやビデオデッキ、セットトップボック 
スなど）と TV ( モニター）を HDMI ケーブ 
ルを使って接続すると、映像や音声び出力 
されないことびあります （ ソース機器の仕 
様により、本機を経由して TV に映像や音 
声を出力でさないことびあります）。この 
よラなとさは、接続しているソース機器の 
メーカーにお問い合わせください。 


お知6せ 


HDMI 入力端テび]系統の TV からは、直 
接接続したソース機器の映像のみ出力され 
ます。 

ソース機器によっては、2チヤンネル音声 
しか出力されないことびあります （ これは、 
ソース機器び TV の音声チヤンネル数に合 
わせるためです）。 

ソース機器を切り換えるとさは、本機と 
TV の入力を両方切り換えてください。 
HDMI 端テに入力される映像を TV で見る 
ときは、 TV の入力を HDMI に切り換えま 
す。このとさ TV の音量は最ルに調整して、 
本機のスピーカーと TV から同時に音び出 
ないよラに <ださい。 


準備 ■造 J と接} ■サラゥンド再生■リモコン 国困つたとキ J 試 
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Kn かな？と思った 5 


円5：機を初期化する 

下の手順で、本機のすべての設定を工場 
出荷時の状態に初期化します。初期化の操 
作はフ□ントパネルで行います。 

① 電源をオンにずる 

② 本体の STEREO / A . L . C . ボタン 
を押しなび!5リモコンの HDMI 
1ボタンを約2秒間押し続ける 

フ□ントパネル表示部に INITIAL と表 
示されてから、電源びスタンバイにな 
ります。 


③本体部とサブウーファー部の電 
源つードをコンセントか5抜い 
て、1日砂切上待つ 

本機び工場出荷時の状態に初期化され 
ます。 


r 工場出荷時の設定一覽 


設定項目 

初期値 

参照ぺージ 

S.DELAY (サウンドディレイ） 

日.日フレーム 

20 

MIDNIGHT (ミッドナイト） 

OFF 


LOUDNESS (ラウドネス） 



S.RTV (サウンドレト U バー） 

OFF 


デュアルモノラル 

CHI 


DRC (ダイナミックレンジコント□ール） 

AUTO 


LFEATT (LFE アッテネーター） 

0 服 

21 

HDMI 

AMP 


A.DLY (オートディレイ） 

OFF 


C.WIDTH (センター幅） 

3 


DIMEN . (ディメンション） 

0 


PNRM . (パノラマ） 

OFF 


C.IMG (センターイメージ） 

3 ( NE 0:6 MUSIC ) / 

10 (NE 日: 6 CINEMA ) 


その他 

入カフアンクシヨン 

HDMI 1 

17 

U スニングモード 

AUTO SURROUND 

18 

ディスプレイの明るさ 

一番明るい 

6 
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I 保証書（別添）について 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの 
記入を確かめて販売店から受け取り、内容 
をよく読んで大切に保存してください。 


保証期間はご購入曰か61年巧です。 


円!修用性能部品の保ち期聞 

当社はこの製品の補修用性能部品を製造打 
ち切り後、8年間保有しています。性能部 
品とは、その製品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


埋に関するご質巧、ご相談 

お買い求めの販売店へご依頼ください。ご 
転居されたりご贈答品などでお買い求めの 
販売店に修理のご依頼びできない場合は、 
修理受付センターにご相談ください。 

所在地、電話番号は裏表紙の「ご相談窓 □ 
のご案内•修理窓□のご案内」をご覧くだ 
さい。 


埋を依巧をれるとを 

修理を依頼される前に26〜27ページの 
「故障かな？と思ったら」の項目をご確認く 
ださい。それでも正常に動作しないときは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いて 
から、お買い求めの販売店または裏表紙に 
記載の修理受付センターにご依頼<ださい。 


I ご連絡いただきたい内容 

• ご住所 
• お名前 
• お電話番号 

• 製品名：フ□ントサラウンドシステム 
• 型番： HTP - S 巨300 
• お買い上げ曰 

• 故障の状況（でさるだけ具体的に） 

• 訪問ご希望曰 

• ご自宅までの道順と目標（建物、公園な 
ど） 


呆証期間中は 

修理に際しては、保証書をご提示ください。 
保証書に記載されている当社の保証規定に 
基づさ修理いたします。 


呆証期聞が遇ぎているときは 

修理すれば使用でさる製品については、ご 
希望により有料で修理いたします。 


「お願い 

修理のために本機をお持ち込みいただく際 
は、部分的な故障と思われる場合でわシス 
テム全体での動作確認び必要となるため、 
本体部とサブウーファー部の両方をお持ち 
込み願います。 


長年ご使用の AV 機器の点検を! 


愛情点検1 


.電源コードや電源プラグが 
異常に熱 < なる。 

•電源コードにさけめやひび 
割れがある。 

-電源が入ったり切れたりする。 
•本体か6異常な音、熱、臭い 
がずる。 




り 

このよラな描犬は 
ありませんか 


ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、すぐに 
電源を切り、電源プラグをコン 
セントか5巧さ、必ず販売店に 
ご相談ください。 

K026_A_Ja 
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サービス 拠点のご案内 


サービス拠点への電話は、修理受付センターでお受けします（沖縄県のちは沖縄サービス認 
定店)。また、認定店は不在の場合ちございますので、持ち込みをご希望のお客様は修理受 
付センターにご確認ください。 


•化海道地区 


☆北海道サービスセンター 
旭川サービス認定店 
帯広サービス認定店 
函館サービス認定店 


FAX 011-611 -已目94 
FAX 0] 巨目-已已 -7207 
FAX 0] 已已 -23-77 已7 
FAX 0] 3呂 -40 -巨473 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付江30〜1吕:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 
〒〇巨 4- 0822札幌市中央区化2条西201 -3 クワヴワビル 


干070 -083] 旭川市旭町]条] T 目 438-89 
〒〇 80-001 已帯広市西已条南 28 T 目1-] 

干041 -08 ]] 函館市富岡町 2- 1 8-7 


•東北地区 

☆東北サービスセンター 
山形サービス認定店 
郡山サービス認定店 
盛岡サービス認定店 
青森サービス認定店 
八戸サービス認定店 
秋田サービス認定店 


FAX 022-37 已 -499 巨 
FAX 023-巨]己-1巨27 
FAX 024-99]-74 巨巨 
FAX 0] 9-巨已巨-7巨48 
FAX 0] 7-73 己-2438 
FAX 0] 78-44- 33己] 
FAX 018-869-7401 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付 9:30-12:00, 13:00〜18:00 (脾社休業日は除く） 

〒日81 -3] 2] 仙台市泉区上谷刈目- 10-2 目 
干 990-0023 山形市松波 1-8-17 

〒日日 3-8 呂目]郡山市鶴見坦 1-9-2 已クレールアヴエニユー伊藤第2ビル 1 F D 号 
干 020-00 己]盛岡市下太田下川原1已3-] 

干030 -082] 青森市 g 券田 2-1 巨-10 
干 03]-0802 八戸市ノ」\中里? 3- 16-呂 
干 0] 0-0802 秋田市外旭川字梶の目34已 -] 


参東京都内 


受付月〜± 9:30〜18:00 (日•祝-弊社休業日は除く） 


世田谷サービスステーシヨン 
化東京ヴービスステーション 
を摩サービスステーション 


FAX 03-34] 9-4234 干]已已 -0032 世田谷区代沢 4-2 已 -9 

FAX 03-3944-7800 干] 70-0002 豊島区巣鴨 1-9-4 第兰义保ビル 1 F 

FAX 042-已24-已947 干] 90-0003 立川市栄町 4-18-1 ェクセ J レ立川 1 F 


•関東-甲信越地区 

☆東関東サービスセンター 
松戸サービス認定店 
水戸サービス認定店 
つくばサービス認定店 
☆化関東サービスセンター 
川越サービス認定店 
宇都宮サービス認定店 
群馬サービス認定店 
新漏サービス認定店 
佐渡サービス指定店横山電機商会 
な南関東サービスセンター 
横浜サービス認定店 
巧奈川西サービス認定店 
兰宅島サービス指定店勝見電機 
松本サービス認定店 
長野サービス認定店 
甲府サービス認定店 


FAX 043-207-2 已已已 
FAX 047 -340- 已〇已2 
FAX 029-248-1 30巨 
FAX 029呂-已8-] 3巨9 
FAX 048-巨已] -8030 
FAX 049 -233 -巨已 8] 
FAX 028-目已7-已882 
FAX 0270-22-] 8已9 
FAX 02已 -374 -己7已巨 
FAX 02已9-巨 3-3400 
FAX 04己- 943-3788 
FAX 04己- 348-8 目巨] 
FAX 046-231-1209 
FAX 04994-巨-124巨 
FAX 02巨 3-48-0 已7己 
FAX 02巨-229-已2已〇 
FAX 〇已已 -228-8003 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業日は除く） 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜1吕:〇0、13:00〜18:00 (脾社休業日は除く） 

干 263-0014 千葉市稲毛区作草部町1 369-1 椎の実ノ V イツ ] F 
干 270-002] 松戸市ル金原 4-9-23 
干31 0-0 呂44水戸市住吉町 307-4 
干30己-004已つ < ば市梅園 2-2 -曰 
干33 1-08] 2さいたま市化区宜原町 1-310-1 


干3已〇 -0804 
干321-09]2 
干 372-0 呂 0] 
干9已〇 -0982 
干9巳2-] 209 
干 224-0037 
干240 -0043 
干243-0422 
干]00 -12]] 
干390 -08 已2 
干 380-093 已 
干400 -003 已 


川越市下広谷]]2呂-1] 

宇都宜市石井町 3373-2] 

伊勢崎市宜テ町] 191-17 パヴージュ呂08伊勢崎101号 
新漏市中央区堀之内南 1-20-]] 

佐ミ度市金井町千種] ] 巳8-] 

横お市都筑区茅ヶ崎南 2- 1 8- 1ベルデユール茅ヶ崎 
横お市保±ヶ谷区坂本町2已〇 
ミ毎を名市中新田 4- 10-已3中山ビル 1 F 
兰宅村大字坪田 

松本市大字島立180-已ノ くイオニア松本拠点1 F 
長野市中御所 1-24 
甲府市飯田 4-9- 14 


•中部地区 


☆中部サービスセンター 
岡崎サービス認定店 
津サービス認定店 
岐阜サービス認定店 
静岡サービス認定店 
沼津サービス認定店 
お松ヴービス認定店 
金沢サービス認定店 
富山サービス認定店 
福井サービス認定店 


FAX 〇已2-已32-]] 48 
FAX 〇已巨 4-33-70 呂〇 
FAX 〇已 9-2] 3-巨 7] 2 
FAX 〇已 8-274 -已2已巨 
FAX 〇已 4-23 巨-40巨3 
FAX 〇已已 -9 巨 7-84 已已 
FAX 〇已 3-422-140] 
FAX 07巨- 240-0 己巳0 
FAX 07巨-42已 -3027 
FAX 0776-27-] 7巨8 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除 <) 

☆拠点は、±曜も受付日:30〜1吕:00、13:00〜1狂00 (脾社休業日は除く） 


干4己]-00巨3 
干 444-093] 
〒己] 4-0 呂 2] 
〒已〇 0-83 巳巨 
干422-呂034 
干 4] 0-087 巨 
干430 -09] 2 
干 920-03 巨2 
干939-呂 2]] 
干 9] 0-000] 


名ち屋市西区押切 2-8- 18 

岡崎市大和町字荒田 36-1 大和ビレッジ B -1 

津市垂水已22-已 

岐阜市六条江東 1-1-3 

静岡市駿ミ可区高松 1-17-1 7 

沼津市北令お1 2-7 

浜松市中区茄子町3已已 -] 

金沢市ち府 3-60] K 2 ビル 1 F 
富山市二□町 1-7-] 

福井市大願寺3-巳 -9 
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ヴービス拠点のご案内 


•関西地区 

☆関西サービスセンター 
巧戸サービス認定店 
姫路サービス認定店 
和歌山サービス認定店 
京都サービス認定店 
奈良サービス認定店 
福知山サービス認定店 


FAX 

06-6310-9120 

FAX 

078-2 巨已 -0832 

FAX 

0792-已] -2 巨已巨 

FAX 

0734.46-3026 

FAX 

07 已 -3 已 2-2 已 88 

FAX 

0742 -3 目- 87] 3 

FAX 

0773 -24 -已37已 


受付月〜金9:30〜18:00 (± ■曰•祝-弊社休業曰は除 <) 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜1狂00 (弊社休業日は除く） 

〒己日 4-00 已2吹田市広ち田 T 已-8 

〒目己 1-0093 巧戸市中央区二宮町 1 T 目 10-1 □-レル兰宮ノースアベニユ ー1 F 
〒目7 1-0224 姫路市別所町佐 ±1-1 2目 
〒日41 -00] 4和歌山市毛見11 26-4 

干目00 -8322 京都市下京区西调院通五条東南角ル柳町已1 3-2 五条义保田ビル1 F 
〒目 30-8 132奈良市大森西町2 1-2 目 
干 620-00 已已福知山市擦尾新町 2-74 カマ八チマンション 


参中国.四国地区 

な中四国サービスセンター 
岡山 サービス 認定店 
松江 サービス 認定店 
福山 サービス 認定店 
鳥取 サービス 認定店 
徳山 サービス 認定店 
高松 サービスステーション 
徳島 サービス 認定店 
高知 サービス 認定店 
松山 サービス 認定店 


FAX 

〇呂 2-248-9939 

FAX 

08 目- 244-8748 

FAX 

〇呂己 2-22-7779 

FAX 

0849-31-2791 

FAX 

08 已 7-28-80 ]] 

FAX 

0834 -33 -己7已9 

FAX 

087-861-4841 

FAX 

088-669-6076 

FAX 

088-802-3321 

FAX 

〇呂 9-9]] -已巨08 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜を受付9:30〜1吕:〇0、13:00〜1狂00 (弊社休業日は除く） 

干 730-004] 広島市中区ル町 2-30 第二有楽ビル 1 F 

干700 -097 已岡山市 j ヒ区令 8-] 已 -2 1 

〒目 90-00 17松江市西津田4-已 -40 (有）テクピット内 

干 720-0815 福山市野上町 3- 1 2-9 

〒日 80-0934 鳥取市徳尾 422-2 

干74己-000日周南市な富町 3- 11森広事務所 1 F 

干7日 0-0078 高松市令里町 1-1 目-1 

干770-目023徳島市勝占町中須目 2-1 大松ジョ U 力地下1階103号 
干 780-0051 高知市愛ち町 3-12-13 晃栄ビル1 F 
干79 1-80 13松山市山越 5-12-8 


>九州地区 

☆九州サービスセンター 
化九州サービス認定店 
博をサービス認定店 
西九州サービス認定店 
長崎サービス認定店 
熊本サービス認定店 
大分サービス認定店 
宮崎サービス認定店 
鹿児島サービス認定店 


FAX 

092-4] 2-74 巨 0 

FAX 

093-94]-83 己 4 

FAX 

092-461-1643 

FAX 

09 已 2-20-] 99] 

FAX 

09 己- 849-4 日 0 日 

FAX 

096-331-3323 

FAX 

097-已己]-2049 

FAX 

09呂己 -27-3] 36 

FAX 

099-201-3803 


受付月〜金江30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

☆拠点は、±曜も受付9:30〜12:00、13:00〜18:00 (弊社休業日は除く） 

干81 2-00 16福岡市博を医博を駅南 2- 1 2-3 

〒呂 02-0044 化九州市ル倉化区熊本 1 T 目 9-4 植田ビル 1 F 

干81 2-0006 福岡市博を区上牟田 2-6-7 

干 840-0201 佐賀市大和町大字尼寺 2688-1 

〒目己 2-8] 4己長崎市昭和 1 T 目] 2-10 ク U スタル八イツ平野 

〒目目 2-09 18熊本市花立 5 T 目 14-1 7 

〒目 70-0 目21大分市软原 3-23-1 己曰商ビル101 

干 880-0821 宫崎市浮城町 98-1 

干 890-004 目鹿児島市西田 3-8-24 ヴニーサイド21 ]F 


♦沖縄県 

沖縄 サービス 認定店 


受付月〜金9:30〜18:00 (± •曰•祝-弊社休業曰は除く） 

TEL 09呂 -987 -1120干 902-0073 覇市上間4 ] 3王を l 電アノ（ート]-已 
FAX 098-987-1 121 


平成21年10月現在 


記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 


準備 ■造置と接続 圓ヴラゥンド再生-リモコン 圓困ったとき 付録 
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おらな仕様 




ア 

ン 

プ 

部 

実用最大出力 
(非同期駆動、 
JEITA) 

フ□ント (L/R) 

己日 W/ch り kHz、 10%. 6 Q) 

センター (C) 

己日 W り kHz、] 日％、6 0) 

入 

HDMI 

入力 

] 9ピンX 2 

出 

力 


出力 

19ピン（己V、已已 mA) X 1 

端 

音声入力 


光デジタル（角型光ジャック） X ] 

モ 



同軸デジタル （RCA 端モ ） X ] 

ス 

レ。 

フ□ント 

型式 

密閉式防磁設計 (JEITA) 

じ 

1 


使用スピーカー 

7.7 cm (コーン型） 

力 

1 


インピーダンス 

6 0 

部 


再生周波数帯域 

200 Hz 〜 20 kHz 



最大入力 

100 W (J 曰 TA) 


センター 

型式 

密閉式防磁設計 (JEITA) 



使用スピーカー 

7.7 cm (コーン型）X 2 



インピーダンス 

12 0 



再生周波数帯域 

200 Hz 〜 20 kHz 



最大入力 

100 W (J 曰 TA) 

電 

電源電圧 

AC ] 00 V、已〇 Hz/60 Hz 

源 

部 

消費電力 

40 W 


スタンバイ消費電力 

1 W 

外 s 

f ミ寸法 

900 mm (幅） X ] 日 8 mm (高さ） x 9 己 mm 澳行） 

質量 

2.8 1< 旨 

許容動作温度 

+己で〜+ 3己で 

許容動作湿度 

己％〜8日〇/〇 (結露のないこと） 
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おちな仕様 


• 本機は一般家庭用機器として作られたもの 
です。一般家庭用外（たとえば飲食店等 
での営業用の長時間使用、車両、船舶への 
搭載使用）で使用し、故障した場合は、保 
証期間内でを有償修理を承ります。 



お知6せ 


• 本機の仕様および外観は、改良のため予告 
なく変更することびあります。 


I サブウーファー部 


型式 

バスレフ式 

アンプ部実用最大出力 
(JEITA) 

100 W (1 日日 Hz、 10%. 4 Q) 

ス 

ピ 

1 

力 

1 

部 

使用スピーカー 

16 cm (コーン型） 

インピーダンス 

4 0 

再生周波数帯域 

40 Hz ~ 1000 Hz 

取大入力 

100 W (J 曰 TA) 

電 

源 

部 

電源電圧 

AC ] 00 V、已〇 Hz/60 Hz 

消費電力 

2 己 W 

スタンバイ消費電力 

1 W 

外巧 

-ミ寸法 

411 mm (幅） X 181 mm (高さ） x2] 己 mm (奥行） 

質量 

4.3 k 旨 

許容動作温度 

+ 己で〜 + 3 己で 

許容動作湿度 

己％〜 8 日〇/〇 (結露のないこと） 


I とき-付録 


-設置と接続 -ヴラウンド再生 
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安全上のごま意 

安全にお使いいただくために、必ずお守りください。 

ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正し 
くお使いください。 

この取扱説明書および製品には、製品を安全に正し < お使いいたださ、あなたや他の方々 
への危害や財産の損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その 
表示と意味は次のようになっています。 

内容をよく理解してから本文をお読みください。 


A 警告 


この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人が死 t または重傷を負ラ可能 
性が想定される内容を示しています。 


A 注意 


この表示を無視して、誤った取り扱いを 
すると、人び傷害を負う可能性び想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生び想 
定される内容を示しています。 


r 給表示の例 


A 


公記号はを意（警告を含む）しな 
ければならない内容であることを 
术しています。 

図の中に具体的なを意内容び描か 
れています。 



〇記号は禁止（やってはいけない 
こと）を示しています。 

図の中や近くに具体的な禁止内容 
(左図の場合は分解禁止）び描か 
れています。 


参記号は行動を強制したり指示し 
たりする内容を示しています。 
>1^ 図の中に具体的な指示内容（左図 

の場合は電源プラグをコンセント 
から抜く）び描かれています。 
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指定！;(外の AC アダプターは使用し 
ないでください。乂災-感電の原因 
となります。 

付属の AC アダプターは 本機専用で 
す。絶対に他の機器に使用しないで 
ください。乂災-感電の原因となり 
ます。 

本機の上に乂びついたろうそくなど 
の裸乂を置かないでください。乂災 
の原因となります。 


使用環境 


(§) 


この機器に水び入ったり、めれたり 
しないようにごま意ください。乂災 • 
感電の原因となります。雨天、降雪 
中、海岸、水辺での使用は特にごま 
意ください。 

風呂場、シャワー室等では使用しな 
いでください。乂災-感電の原因と 
なります。 


まま上のごま意^^^~ 

備 


A 警告 


異常時の処置 



-万一、煙び出ている、変なにおいや 
g こきびするなどの異常難のまま使用 
すると、乂災•感電の原因となりま 
す。すぐに本機の電源スイッチを切 
り、電源プラグをコンセントから巧 
いて<ださい。煙び出な<なるのを 
確認して、販売店に修理をご依頼< 
ださい。お客様による修理は危険で 
すから絶対にしないでください。 

* 万一、内部に水や異物等び入った場 
合は、すぐに本機の電源スイッチを 
切り、電源プラグをコンセントから 
抜いて、販売店にご連絡ください。 
そのまま使用すると乂災-感電の原 
因となります。 

• 万一、本機を落としたり、カバーを 
破損した場合は、すぐに本機の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコン 
セントから抜いて販売店にご連絡く 
ださい。そのまま使用すると乂災 • 
感電の原因となります。 

ミ凡ち 

欧置 


* 電源プラグの刃および刃の付近にほ 
こり始励びが旨している場合 
は、電源プラグを抜いてから乾いた 
巧で取り除いてください。そのまま 
使用すると乂災-感電の原因となり 
ます。 

0 - 電源コードの上に重いをのを載せた 
り、コードび本機の下敷さになった 
りしないよラにしてください。コー 
ドの上を敷物などで覆ラと、気づか 
ずに重いをのを載せてしまラことび 
あります。重いをのを載せるとコー 
ドび傷ついて、乂災-感電の原因と 
なります。 


司つたとさ -付録 


造。且と接 m 


_サラウンド再生■リモコン 


壁るまふこり 
やれ。をびあ 
器入い礼熱び 
機にさ風にと 
のクだ通部こ 
他ッ<で内る 
、ラてち。な 
めブ^^と 
たり叔使さ因 
るとをなだ原 
すを間ラくの 
<隔さよで災 
よ間すのい乂 
をらは次な 


。と 
る S 
す狭 
にい 
ま悪 
さの 
逆し 
、通 
し厕 


< 。 
置る 
こブ 

為 

のを 

んど 

，とな 


Q 


で品なた因 
み部にし原 
の用用用の 
器専使使電 
機たごで感 
のしは品. 


獅1ぷ榮 


属い 


娶 


属— J 、1、1- 
付さ合に、； P り 
にだ場んげあ 
-捕乂た關熱び 


倒、むふス 
横ど込や □ 
やなしんク 

がぶ押たル 

，む入にラブ 


放等場41:^さもまあ押こ^テ 


ことで製災す製でし诚発と 
は的品気乂ま本い用がるこ 
ド目製電りりはな使よる 
-を気のよあドしを准にな 
n と電他にび-用ドの足と 
源この。熱と n 使-来不因 
電る他ん発こ源は n 本量原 
のす。せ、る電外源の容の 
属用すま合なた ZJ 電器流電 
付使でれ場とまのの機電感 
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ミま上のごを意 


® - 表示された電源電圧（交流 T 日日ボ 
ルト日日 Hz /6 日 Hz ) 外の電圧で 
使用しないでください。乂災-感電 
の原因となります。 

® - この機器を使用できるのは日本国内 
のみです。また、船舶などの直流 
( DC ) 電源には接続しないでくださ 
し、乂災の原因となります。 


使用方法 



本機の上に花びん、コップ、化粧品、 
薬品や水などの入った容器を置かな 
いで<ださい。こぼれたり、中に入っ 
た場合、乂災•感電の原因となります。 



めれた手で（電源）プラグを抜さ差 
ししないでください。感電の原因と 
なることびあります。 

本機の通風孔などから、内部に金属 
類や燃えやすいちのなど異物を差し 
込んだり、落としたりしないでくだ 
さい。乂災•感電の原因となります。 
特にルさなお子様のいるご家庭では 
ごま意ください。 



本機のカバーを外したり、改造した 
りしないでください。内部には電圧 
の高い部分びあり、火災•感電の原 
因となります。内部の点検-整備- 
修理は販売店にご依頼ください。 


0 - 電源コードを傷つけたり、加工した 
り、無理に巧げたり、ねじったり、 
引っ張ったり、加熱したりしないで 
ください。コードび破損して火災- 
感電の原因となります。コードび 
傷んだら（お線の露出、断線など)、 
販売店に交換をご依頼ください。 



-雷び鳴り出したら、アンテナ線や電 
源プラグには触れないでください。 
感電の原因となります。 


A ミ主意 


ミ/1|ち 

巧置 



0 - 電源プラグは、コンセントに根元まで 
確実に差し込んでください。差し込 
みび不完全ですと発熱したり、ほこ 
りび付着して乂災の原因となること 
びあります。また、電源プラグの刃 
に触れると感電することびあります。 

0 - 電源プラグは、根元まで差し込んで 
をゆるみびあるコンセントに接続し 
ないで<ださい。発熱して乂災の原 
因となることびあります。販売店や 
電気工事店にコンセントの交換を依 
頼してください。 

® - ぐらついた台の上や傾いたところな 
ど不安定な場所に置かないで<ださ 
し、落ちたり、倒れたりしてけびの 
原因となることびあります。 

® - 本機を調理台や加湿器のそばなど油 
煙、湿気あるいはほこりの多い場所 
に置かないでください。乂災-感電 
の原因となることびあります。 

ノ、-テレビ、オーディオ機器、スピーカー 
/|\ 等に機器を接続する場合は、それぞ 
(• 、れの機器の取扱説明書をよく読み、 
電源を切り、説明に従って接続して 
ください。また、接続は指定のコー 
ドを使用してください。 

本機の上に重いちのや外枠からはみ 
出るよラな大さなをのを置かないで 
<ださい。バランスび<ずれて倒れ 
たり、落下してけびの原因となるこ 
とびあります。 

® - 本機の上にテレビを置かないでくだ 
さい。放熱や通風び妨げられて、乂 
災や故障の原因となることびありま 
す。（取扱説明書でテレビの設置を 
認めている機器は除きます。） 


36 







0 - 指定外の電池は使用しないでくだ 
さい。また、新しい電池と古い電池 
を混ぜて使用しないでください。電 
池の破裂、液漏れにより、乂災•け 
びや周囲をミち損する原因となること 
びあります。 

A -電池を機器内に挿入する場合、極性 
/|\ 表示 （ プラス （ + ) マイナス （一) の 
(• 、向さ）にま意し、表示どおりに入れ 
てください。間違えると電池の破裂、 
液漏れにより、乂災-けびや周囲を 
巧損する原因となることびあります。 

O ' 長時間使用しない時は、電池を取り出 
しておいてください。電池から液び漏 
れて乂災、けび、周囲を巧損する原因 
となることびあります。をし液び漏れ 
た場合は、電池ケースについた液をよ 
くおさ取ってから新しい電池を入れ 
てください。また万一、漏れた液び身 
体についた時は、水でよく洗い流して 
ください。 

® - 電池は加熱したり分解したり、乂や 
水の中に入れないでください。電池 
の破裂、液漏れにより、乂災、けび 
の原因となることびあります。 

保守-点検 


0 

运 


長時間音び歪んだ状態で使わないで 
<ださい。 スピーカーび 発熱し、乂 
災の原因となること び あります。 

本機に乗ったり、ぶら下びったりし 
ないでください。特にお子様はごま 
意ください。倒れたり、壊れたりし 
てけびの原因になることびあります。 

旅行などで長期間ご使用にならない 
時は、を全のため必ず電源プラグを 
コンセントから巧いてください。 


A 


运 


已年に一度くらいは内部の掃除を販 
売店などにご相談ください。内部に 
ほこりびたまったまま長い間掃除を 
しないと、乂災や故障の原因となる 
ことびあります。特に湿気の多くな 
る梅雨期の前に行ラとより効果的で 
す。なお、掃除費用については販売 
店などにご相談ください。 

お手入れの際は安全のために電源プ 
ラグをコンセントから抜いて行って 
<ださい。 


S 


まを上のごま意 


電池 


0 - 電源プラグを巧く時は、電源コード 
を引っ張らないでください。コード 
び傷つさ乂災-感電の原因となるこ 
とびあります。必ずプラグを持って 
抜いてください。 

電源コードを熱器具に近づけないで 
ください。コードの被覆び溶けて、 
乂災-感電の原因となることびあり 
ます。 

-移動させる場合は、電源スイッチを 
切り必ず電源プラグを]ンセントか 
ら巧さ、外部の接続コードを外して 
けら、 行ってください。コ-ドび傷 
つさ乂災-感電の原因となることび 
あります。 

0 - 本機の上にテレビやオーディオ機器 
を載せたまま移動しないで<ださ 
し、倒れたり、落下してけびの原因 
となることびあります。重い場合は、 
持ち運びは2人！;(上で行って<だ 
さい。 

窓を閉め切った自動車の中や直射 
日光びあたる場所など、異常に温 
度び高くなる場所に放置しないで 
<ださい。乂災の原因となること 
びあります。 

使用方法 


ぶ軍とお护 ヴラウソド再を リ」コン I 司ったとを 
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使用上のご注意 


r 設置する場所 

• 組み合わせて使用するテレビやステレオ 
システムの近くの安定した場所を選んで 
ください。 

• テレビ やカラーモニターの おくに本機を 
設置しないでください。また、 カセット 
デッキなど、磁気の影響を受けやすい機 
器とは離して設置してください。 


A \ ミ主意 

本機を設置する場合には、壁から10 cml ； LL の間隔 
をおいてください。また、放熱をよくするために、他の 
機器との間は少し離して設置してください。ラックな 
どに入れるとき口ま、本機の天面から10 cml；LL 
背面から10 cmJ ； LL 側面から10 cml ^^ 上のすさま 
をあけて < ださい。内部に熱びこちり、火災の原因と 
なることびあります。 


次のような場所は避けてください 

-直射日光のあたる所 
-湿気の多い所や風通しの悪い所 
-極端に暑い所や寒い所 
-振動のある所 
-ホコ IJ の多い所 

-油煙、蒸気、熱びあたる所（台所など) 


本機の使用環境温度範囲は5で〜35む、使用 
環境湿度は85 %1处下(通風孔び妨げられてい 
ないこと)です。 

風通しの悪い所や湿度び高すざる場所、直射曰 
光(または人工の強い光)の当たる場所に設置 
しないで < ださい。 

□3-4-2- l -7 c_Ja 


本機を使わないときは電源を切る 

テレビ放送の電波状態により、本機の電源 
を入れたままテレビをつけると画面にしま 
模様び出る場合びありますび、本機やテレ 
ビの故障ではありません。このよラな場合 
は本機の電源を切ってください。ラジオの 
音声の場合を同様にノイズび入ることびあ 
ります。 


r 音のエチケット 

楽しい音楽ち時と場所によっては気になる 
わのです。隣近所への思いやりを十分にい 
たしましよう。ステレオの音量は、あなた 
の必びけ次第で大さくも小さくもなります。 
特に静かな夜間には小さな音でを通りやす 
いちのです。夜間の音楽鑑賞には気を配り 
ましよラ。近所へ音び漏れないよラに窓を 
閉め、お互いに必を配り、快い生活環境を 
守りましょう。 


品のお手入れについて 

•磨さ布や乾いた布で、表面のほこりや巧 
れをおさ取ってください。 

• 表面び巧れているとさは、中性洗剤を水 
で己〜目倍に薄めたちのに柔らかい布を 
浸してよく絞って、巧れを拭さ取り、乾 
燥した布でからおさします。家具用のワッ 
クスや洗剤は使用しないでください。 

• 製品の表面がさびることびありますの 
で、シンナー、ベンジン、殺虫剤などを 
製品にかけたり、製品の近くで使用しな 
いで < ださい。 


上に物をのせない 

本機の上に物をのせないでください。 

熱を受けないように 


本機をアンプなど熱を発生する機器のおく 
に設置しないでください。 
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2 4XX8 

"1^ ① 

-►⑨ 

-►③ 

①「引想定される与干渉距離(約80 m ) を表します 
⑨「 XX 」変調ち式(その他の方式)を表します 
③に.4」 GHz 帯を使用する無線設備を表します 

• 本機の使用する周波数帯域 （2.4 GHz ) で 
は、無線通信機なである目 lustooth 、 無線 
LAN 、 また電子レンジなどの機器の他、エ 
場、製造ラインなどで使用されている移動 
体識別用の構内無線局（免許を要する）お 
よび、特定ル電力無線局び同じように利用 
して運用されています。 

本機を使用する前に、近くで移動体識別用 
の構内無線局、および特定ル電力無線局び 
運用されていないことを確認してください。 
万一 、本機から移動体識別用の構内無線局 
に対して電波障書の事例び発生した場合、 
すみやかにその場での本機の使用を中断し 
てください。 


た 

と 

さ 


S 


受信状況の改善ち法としては iu 下の方法が 
あります。 

• 電波を発生している相手機器の電源を切る 
• 干渉している機器の距離を離して設置する 

次の場所では本機を使用しないでください。 
ノイズが出たり、送信/受信ができなくな 
る場合があります。 

• 同じ周波数帯 （2.4 GHz ) を利用する無線 
通信機器である目 luetooth 、 無線 LAN 、 
また電子レンジなどの機器の磁場、静電気、 
電波障害び発生するところ。（環境により 
電波び届かない場合びあります） 

• ラジオから離してお使いください。（ノイ 
ズび出る場合びあります） 

• テレビにノイズび出た場合、本機びテレビ、 
ビブ'才、巳 S チューナー、 CS チューナー 
などのアンテナ入力端テに影響を及ぼして 
いる可能性びあります。本機をアンテナ入 
力端テから遠ざけて設置してください。 

本機は、技術基準適合証明を受けています 
ので、下の事項を行5と法律で罰せられ 
ることびあります。 

• 分解/改造すること。 

• 本機に貼ってある証明ラベルをはびすこと。 


備 


茲歡 スピ-力-巧用上 


ri 液に関するご注意 

• 本機は盗聴防止機能を搭載しておりますび、 
傍受（無線通信内容を第兰者び別の受信機で 
故意または偶然に受信すること）にごま意く 
ださい。本機は電波を使用している関係上、 
第兰者び故意に傍受するケースを考えられま 
す。機密を要する重要な通信や人命にかかわ 
る通信には使用しないでください。 

• 本機は電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テム無線局設備として、技術基準適合証明を 
受けています。したびって、本機を使用する 
とさに無線局の免許は必要ありません。また、 
本機は日本国内 のみで 使用でさます。 

本機は、 2.4 GHz の周波数帯の電波を利用 
しています。この周波数の電波は、下記！ 
に示すようにいろいろな機器が使用していま 
す。また、お客様に存在がわかりにくい機器 
として下記2に示すような機器もあります。 

1 2.4 GHz を使用する主な機器の例 

• コードレスフオン 
• コードレスファクシミ U 
• 電子レンジ 
• 無線 ルーター 

• ワイヤレス AV 機器挡社ワイヤレススピー 
力一を含む U 

• ゲーム 機のワイヤレスコント □ーラー 
• マイク□波治療機器類 
• 目 lueto 日 th 対応機器 

2巧在びわかりにくい 2.4 GHz を使用 
する主な機器の例 

• 万引さ防止システム 
• アマチュア無線局 
• 工場や倉庫などの物流管理システム 
• 鉄道車両や緊急車両の識別システム 
これらの機器と本システムを同時に使用す 
ると、電波の干渉により、音びとぎれて雑 
音のよラに聞こえたり、音び出なくなるこ 
とびあります。このようなときは、本機の 
ワイヤレスインジケーターびホく点なしま 
すび、電波干渉によるちので本機の故障で 
はありません。 


- と接 J サラウンド再生国 J モコノ 产： 












使用上のごを意 


r 使用節囲について 

• ご家庭内での使用に限ります（通信の環境 
により伝送距離び短くなることびありま 
す）。 

次のような場合、電波状態が悪くなったり 
電波が届かなくなることが原因で、音声が 
とぎれたり停止したりします。 

• 鉄筋コンク IJ ートや金属の使われている壁 
や床を通して使用する場合。 

• 大型の金属製家具の近 < など。 

• 人混みの中や、建物障害物の近 < など。 

• 同じ周波数帯 （2.4 GHz ) を利用する無線 
通信機器である巳 luetooth 、 無線 LAN 、 
また電子レンジなどの機器の磁場、静電気、 
電波障害び発生するところ。 

• 集合住宅（アパート-マンションなど）に 
お住まいで、お隣りで使用している電子レ 
ンジ設置場所び本機に近い場合。なお、電 
テレンジは、使用していなければ電波干渉 
はおこりません。 

• 複数台の当社のワイヤレススピーカーを同 
じ場所、同じチヤンネルで使用した場合。 


r 電液の反射にごいて 

• ワイヤレスヴブウーファーに届く電波に 
は、本体部から直接届く電波（直接波）と、 
壁や家具、建物などに反射してさまざまな 
方向から届く電波（反射波）びあります。 
これにより、障害物と反射物とのさまざま 
な反射波び発生し、電波状態の良い位置と 
悪い位置び生じ、音声びラま <受信でさな 
<なることびあります。このよラなとさは、 
ワイヤレスヴブウーファーの場所を少し動 
かしてみてください。本体部とワイヤレス 
サブウーファーの間を人間び横切ったり、 
近づいたりすることによってを、反射波の 
影響で音声びとぎれたりすることびありま 
す。 


お知6せ 


• お客さま、または第兰者使用によるこの製 
品の使用によって受けられた損害について 
は、法令上賠償責任び認められる場合を除 
さ、当社は一切の責任を負いませんので、 
あらかじめご了承ください。 
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r 安をにお®いいただくために 

• 高精度な制御や微弱な信号を取り扱ラ電子 
機器の近くでは使用しないでください。電 
テ機器に誤動作するなどの影響を与え、事 
故の原因となる恐れびあります。 

ごミち意いただきたい電子機器の例 

• 補聴器、ペースメーカー、その他医療用電 
気機器、乂災報知器、自動ドア、その他自 
動制御機器など。 

ペースメーカー、その他医療用電気機器を 
ご使用されるちは、該当の各医療用電気機 
器メーカーちしくは販売業者に電波による 
影響についてご確認ください。 

• 航空機器や病院など、使用を禁止された場 
所では使用しないでください。電子機器や 
医療用電気機器に影響を与え、事故の原因 
となる恐れびあります。医療機関の指示に 
従ってください。 


この機器の使用周波数帯では、電テレン 
ジなどの産業-科学-医療用機器のほか、 
工場の製造ラインなどで使用されている 
移動体識別用の構内無線局（免許を要す 
る無線局）および特定ル電力無線局（免 
許を要さない無線局）並びにアマチュア 
無線局（免許を要する無線局）び運用さ 
れています。 

1. この機器を使用する前に、おくで移 
動体識別用の構内無線局および特定 
ル電力無線局並びにアマチュア無線 
局び運用されていないことを確認し 
て < ださい。 

2. 万一、この機器から移動体識別用の 
構内無線局に対して有書な電波干渉 
の事例び発生した場合には、すみや 
かに電波の発射を停止したラえ、ご 
相談窓口（裏表紙）にご連絡いたださ、 
混信回避のための処置など（たとえ 
ば、パーティションの設置など）に 
ついてご相談してください。 

3. その他、この機器から移動体識別用の 
特定ル電力無線局あるいはアマチュ 
ア無線局に対して有書な電波干渉の 
事例び発生した場合など、何かお困 
りのことび起きたときは、ご相談窓 
□ (裏表紙）へお問い合わせください。 













r デジタル音青フォ—マツトについて 

DVD やブルーレイディスクソフトのパッケージにはじ(下のような表示がされていることび 
あります。]枚のディスクに複数の音声び収録されている場合び多く、どの音声を聴くのか 
選択することびでさます。（音声の選択ち法はお手持ちのプレーヤーやディスクによって異 
なります。） 


1. 英語（己 Ich サラウンド） 

2. 日本語 （ ドルビーサラウンド） 
^ノソ 3.英語 （ DTS 己. Ich サラウンド) 


収録音声数 録音ち式 

ドルビーデジタルは DVD の標準音声フオーマットであるため、単に rs . lch サラウンド」と記載され 
ている場合は、「ドルビーデジタル（己. Ich )」 であることを示します。 


r ドルビー 山 DOLBY 

TRUeE I 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

HD 二!ンテンツ 

ネ Dolby TrueHD 
求 Dolby Digital Plus 

ディスクリート 

高精細次世代音声技術 。 HDMI 
ケーブルで伝送可能。特に Dolby 
TrueHD は、□スレス符号化技術に 
より最高音質を実現。 

5 .Ich 

(サラウンドバッ 
ク ch フラグ付） 

Dolby Digital 
Surround EX 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック ch を使用して、 
Dolby Di 呂 ital よりを臨場感を高め 
た方式 

已 . Ich ディスク 
IJ- 卜 

Dolby Digital 

ディスクリート 

DVD (降の代表的フ ォー マット 

一般的な 2 ch 
ドルビーサラウンド 

(Dolby Surround ) 
Dolby ProLo 旨 ic ( llx ) 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する万 
能なサラウンド技術 


* これらの音声は8チヤンネル上のチヤンネル数をサポートしていますび、現在ブルーレイディスク 
および HD DVD のそれぞれの規格では、最大音声チヤンネル数び8チヤンネルに制限されています。 

詳細な情報はドルビーラボラト U —ズのホームページをご覧ください。 
http :// www . clolby . co . jp / 


□□ipOLBYj 

DIGITAL 



Digital Surround 


音声記録ち式 


デコードとは 

デジタル信号処理回路などにより、圧縮記録されたデジタル信号を、をとの信号に変換させる技術で 
す。また、 2 ch の音源をマルチ ch 化させる演算技術をマト U ックス-デコードと言い、已 . Ich 信号 
を目.1 ch に伸長させる技術をデコードと呼ぶことびあります。 


準備 


造。 I とも J 


サラウンド再生 リモコン 


司つたとキ J 


付録 
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ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製 
造されています。 Dolby 、 ドルビー 、 Pro Logic . 
ダブル D 記号及び AAC ロコ'は、ドルビーラボラ 
卜 U —ズの商標です。 


fOTS 


プ□□ジック llx 製品は、プ□□ジック llx の持つ 
さまざまな機能を、選択して搭載することび可能 
です。プ□□ジック llx 搭載、とキャッチフレー 
ズされた商品でを、 必ずしをまったく同じ機能を 
持っているとは限らないことにご注意ください。 


藝 dti 

Digital Surround 
Neo :6@ I 96/24 I ES ^ 


入力信号 

サラウンドの名称 

デコード方式 

特徴 

5.1 ch 

(サラウンドバッ 
ク ch フラグ付） 

- DTS-ES 
( Matrix / Discrete ) 

ディスクリート 
+マトリックス 

サラウンドバック C h を使用して、 
臨場感を高めた方式 

已 .1 か 

ディスク U —卜 

- DTS ( Surround ) 

- DTS 96/24 

ディスクリート 

DVD 似降の代表的フオーマット 

一般的な2 ch 
DTS サラウンド 

- Neo :6 

マトリックス 

すべてのステレオ信号に対応する 
万能なサラウンド技術 


詳細な情報は DTS のホームページをご覧ください。 
http :// www . dtsjapan . co . jp / 


米国 if 寺言午己4己] 942号、已9已6674号、已974380号、已978762号、 62266] 6号、 
目487已3已号、70034目7号、 72] 2872号、または、米国およびその他の国での登 
録済み特許、または特許申請中の実施権に基づさ製造されています。 DTS、DTS Digital 
Surround 、 ES および NE 日：目は、 DTS 社の登録商標であり、また、 DTS の口づ、記号お 
よび DTS 9目/24は DTS 社の商標です。 ◎ ] 99目-2008 DTS 社不許複製。 


fMPEG-S AAC 


MPEG -2 オーディオの標準ち式の 
1つで、日 S デジタルや地上デジタ 
ル放送で採用されている音声符号化 
規格です。高圧縮率なびら高音質を 
確保でさる点び特長で、番組内容に 
よりマルチチヤンネ>1レ設定び可能な 
フ オーマツ トです。 


巧 


■米国におけるノ くテントナンバー 


08/937|9已〇 
已，84813 9] 

已|291，已已7 
已，4已1，9已4 
已400 433 
已1222，189 
已|3已7|已94 
已7已2 22已 
已1394,473 
已 I 已83,962 
已12741740 
已，63319吕] 


已12971236 
4,914,701 
已 |23已 |67] 
07/640,已已〇 
已 I 已791430 
08/6781666 
98/03037 
97/0287已 
97/02874 
98/03036 

已12271788 
已 |28已 |498 


已 14811614 
已 I 已92|已84 
已 1781，888 

08/039,478 
08/211，已47 
已17031999 
08/已已7,046 
08/894,844 
已12991238 
已12991239 
已1299,240 
已1197,087 


已，4901170 
已12641846 
已|26吕|6吕已 
已 |37已 |189 
已 I 已811目已4 
日已 -1 吕3|9吕吕 
已 I 已48,已74 
08/已061729 
08/已76149已 
5,717,821 
08/392|7已6 


42 



















fHOMI について 


技術資料 


HiDmi 

HIGH-DEFINITION MULTIMEDIA INTERFACE 


HDMKHi 呂 h-Definition Multimedia Interface ) とは 1 本のケーブルで映像と音声を受信する 
デジタル伝送規格です。ディスプレイ接続技術の DVI ( Di 呂 ital Visual Interface ) を家庭向け 
のオーディオ機器用にアレンジしたものであり、高い帯域幅のデジタル内容保護 ( HDCP ) を実 
現した次世代テレビ向けのインターフェース規格です。 

本機では、 HDM 阅応機器と HDM 网応のフラットテレビなどを接続することで、圧縮されて 
いないデジタル映像と音声（ドルビーデジタル、 DTS 、 MPEG -2 AAC 、 または U ニア PCM ) 
を1本のケーブルで伝送でさます。ドルビー TrueHD などの□スレスデジタル音声フオーマッ 
卜にも対応しています。 

本機は HDMI 機器との接続を目的として設計されています。 DVI 機器に接続した場合、 DVI 機 
器によっては正常に動作しない場合びあります。 

本機は高画質規格の Deep Color 出力や x . v . Color の伝送も可能です。 


" x . v . Color " および x.v.Color は、ソニー株式会社の商標です。 

HDMI、HDMI ロゴ、および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDMI 
Licensing , LLC の商標または登録商標です。 



I 入力端子の巧応フォーマット _ 

各入力端テで対応している音声フォーマットは1；(下のとおりです。 付 


入力端テ 

対応音声フオーマット 

デジタル(光/同車由） 

Dolby Digital 、 DTS 、 MPEG -2 AAC、PCM (サンプリング周波数 ： 32 kHz 、 
44.1 kHz ' 48 kHz 、88.2 kHz ' 96 kHz ) 

HDMI 

Dolby Digital、Dolby TrueHD、Dolby Digital 円 us 、 DTS 、 DTS - EXPRESS 、 
MPEG -2 AAC 、2 ch から最大 8 ch までのリニア PCM デジタル信号（サンプリング 
周波数： 32 kHz 、44.1 kHz . 48 kHz 、88.2 kHz 、 96 kHz )、 ビデオ CD 、 スーパー 
ビデオ CD、DVD オーディオ 
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< 各窓□へのお問い合わせの時のごを意 > 

「日120」で始まる眉!フ IJ - コールおよび©フ U - コールは、 PHS 、 携帯電話などからは、 
ご使用になれません。 

また、【一般電話】は、携帯電話 • PHS などからご利用可能ですび、通話料びかかります。 


ご相談窓□のご案内 


パイオニア商品の修理•お取り扱い（取り付け•組み合わせなど）については、お買い求めの販売店様へ 
お問い合わせください。 

商品についてのご相談窓 □ 

♦ 商品のご購入や取り扱い、故障かどラかのご相談窓□およびカタ□グのご請求について 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フリーコール） 

受付時間月曜〜金曜9:3日〜]狂00、±曜9:30〜12:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 
■家庭用才ーディオ/ビジュアル商品 |@! 0120-944-222 一般電話03-已49目一29日目 

■ファックス 03-3490 -已 7] 8 

■インターネットホームぺージ http;//pioneer.jp/support/ 

※商品についてよくあるお問い合わせ-メールマガジン登録のご案内-お客様登録など 


修理窓□のご案内 


修理をご依頼される場合は、取扱説明書の『故障かな？と思ったら』を一度ご覧になり、故障かどラかご確認 
ください。それでち正常に動作しない場合は、①型名③ご購入曰③故障症状を具体的に、ご連絡ください。 


修理についてのご相談窓 □ 

•お買い求めの販売店に修理の依頼び出来ない場合 


修理受付センター 

受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、 

±曜9:30〜]2:00、 13:00-17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 

■電話 

[P 0] 20— 已一 8] 028 —般電言舌03— 已496 — 2023 

■ファックス 

眉！ 0]20-已 -8] 029 

■インターネットホームページ 

http://pioneer.jp/support/repair.html 

※インターネッ ト による修理受付对象商品は、家庭用オーディオ/ビジュアル商品に限ります 

沖縄サービス認定店（沖縄県のみ） 

受付時間月曜〜金曜9:30〜]泣00 (±曜•日曜-祝曰-弊社休業曰は除く） 

■一般電話 

098-987-1 120 

■ファックス 

098-987-1 121 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 

参部品（付属品、リモコン、取扱説明書など）のご購入について 


部品受注センター 




受付時間月曜〜金曜9:30〜1狂00、 

±曜9:30〜]2:00、13:00〜17:00 (日曜•祝日•弊社休業日は除く） 


■電話 

化ゴ0120—已一8109已 

-般電話〇已 38-43-] 161 


■ファックス 

估；）0120-已-81096 



平成吕 1 年 10 月現在記載内容は、予告なく変更させていただくことびありますので予めご了承ください。 
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